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Ⅰ 研究の概要

１ 研究の背景

中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの

可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」（令和３年１月26日）で

は，今日の学校教育が直面している課題を示しています。そこには，多様化する子供たち

の発達や学習を取り巻く個別の教育的ニーズを把握し，様々な課題を乗り越え，一人一人

の可能性を伸ばしていくことが課題となっていることが示されています。

児童生徒の多様化については，特別支援教育を受ける児童生徒の増加，日本語指導が必

要な児童生徒等の増加，相対的貧困状態の増加，不登校児童生徒数の増加，いじめの重大

事態の発生件数の増加が挙げられています。

このような中で学校は，全ての児童生徒が安心し楽しく通える魅力ある環境であること

や，児童生徒の居場所としての機能を担うことが求められています。

令和時代の始まりとともに，各学校では，「新学習指導要領の実施」や「ＧＩＧＡスク

ール構想」など，大きな変化を迎えました。ＩＣＴ環境が整備されたことで，これまでの

実践とＩＣＴの活用を適切に組み合わせることが可能になり，様々な課題を解決し，教育

の質を向上させることができるようになりました。その中で，ＩＣＴのもつ特性を最大限

に活用し，特別な支援が必要な児童生徒に対するきめ細かな支援を行うことが求められて

います。

２ 研究のねらい

特別な支援が必要な児童生徒一人一人の教育的ニーズに合わせたＩＣＴを活用した指導

・支援の方法についてまとめ，教職員等が指導・支援を行う際の参考にできるようにする

ことで，児童生徒の様々な困難を軽減・解消できるようにする。

３ 研究の仮説

特別な支援が必要な児童生徒へのＩＣＴを活用した指導・支援の考え方や実践事例，方

法を参考にできるようにすることで，教職員等が指導・支援を行う際の選択肢が増え，児

童生徒の様々な困難を軽減・解消することにつながるであろう。

４ 研究の内容

(1）１年次（令和４年度）の取組

①特別な支援を必要とする児童生徒のためのＩＣＴを活用した指導・支援に関する調査
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及び分析

②研修講座における校内研修を想定した，特別な支援を必要とする児童生徒のためのＩ

ＣＴを活用した指導・支援を検討する演習の実施

③調査結果に基づく，指導・支援におけるＩＣＴ活用事例のまとめ

④１年次の研究内容を発信

(2）２年次（令和５年度）の取組

①１年次にまとめた内容を基に実践例を収集

②２年次の研究内容を発信

・秋田県教育研究発表会において発表し，また，当センター支援班のウェブサイトで研

究内容を公開

Ⅱ 研究の実際

１ アンケート調査について

特別な支援を必要とする児童生徒のためのＩＣＴを活用した指導・支援に関する現状を

把握するためにアンケート調査を実施しました。

当センターの研修講座受講者641名に調査を行い，回答を得ました。期間は令和４年５月

から11月にかけてです。小・中・高等学校の教員を対象としたアンケート調査と，特別支

援学校の教員を対象としたアンケート調査を実施しています。

小・中・高等学校の教員

への主な調査項目は，図１

のとおりです。特別な支援

を必要とする児童生徒につ

いての選択肢は，令和３年

の答申を参考にしました。

また「学習面又は行動面で

困難を示している」児童生

徒の詳細についての選択肢

は，平成24年12月文部科学

省「通常の学級に在籍する

発達障害の可能性のある特

別な支援を必要とする児童

生徒に関する調査」を参考

にしています。

特別支援学校の教員を対

象としたアンケートでは，

○自身が担当している学級や受け持った授業で，特別な

支援を必要とする児童生徒がいるか。

○特別な支援を必要とする児童生徒について（複数回答）

＜選択肢＞不登校，病気療養，障害，日本語指導を要

する，学習面又は行動面で困難を示している（話を聞

く，文章を読む，文章を書く，算数が苦手，自分の思

いを伝えたり話したりする，自分の考えをまとめる，

気が散りやすい，落ち着きがない，衝動的な言動が目

立つ，その他），その他

○特別な支援を必要とする児童生徒へのＩＣＴ活用の頻度

＜選択肢＞ほぼ毎日活用している，週に数回，月に数

回，ほとんど活用していない

○どのようにＩＣＴを活用しているか（記述）

○活用する際，課題や難しいと感じていること（記述）

図１ アンケートの主な内容
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ＩＣＴを活用している場面や活用している機器，活用内容について回答を求めました。

２ アンケート調査の分析結果

(1) 小・中・高等学校における「特別な支援を必要とする児童生徒」の現状

小・中・高等学校

の通常の学級におい

て，８割の教員が，

特別な支援を必要と

する児童生徒がいる

と回答しました。さ

らに，特別な支援を

必要とする児童生徒

に対して「学習面又は行動面で困難を示している」と感じている教員が81％，「障害」が

45％，「不登校」が38％でした（表１）。

校種別に集計した結果でも，「学習面又は行動面で困難を示している」と感じている教

員が最も多く，そこにＩＣＴ活用のニーズがあると考えます。また，中・高等学校では，

「不登校」を

挙げる教員が

過半数に達す

ることも分か

りました。

「学習面又

は行動面で困

難を示してい

る児童生徒の

傾向」の詳細

については，

表２のように

なりました。

(2) 特別な支援を必要とする児童生徒へのＩＣＴ活用状況

表３は，特別な支

援を必要とする児童

生徒に，どの程度

ＩＣＴを活用した指

導・支援がされてい

るのか調査した結果

です。

表１ 特別な支援を必要とする生徒に対しての教師の認識

表２ 学習面又は行動面で困難を示している児童生徒の傾向

表３ 特別な支援を必要とする児童生徒へのＩＣＴ活用の頻度

 特別な支援を必要とする児童生徒 全体 小学校 中学校 高等学校
 不登校 38% 18% 58% 51%
 病気療養 3% 2% 4% 6%
 障害 45% 41% 53% 40%
 日本語指導を要する 3% 3% 3% 4%
 学習面又は行動面で困難を示している 81% 90% 78% 53%
 その他 2% 1% 1% 9%

（複数回答）

 児童生徒が示す困難 全体 小学校 中学校 高等学校
 話を聞く 46% 50% 41% 43%
 文章を読む 39% 43% 36% 25%
 文章を書く 60% 63% 59% 39%
 算数（計算や図形等）が苦手 39% 43% 33% 36%
 自分の思いを伝えたり話したりする 39% 40% 41% 25%
 自分の考えをまとめる 34% 33% 36% 29%
 気が散りやすい 53% 56% 53% 39%
 落ち着きがない 48% 49% 46% 46%
 衝動的な言動が目立つ 41% 45% 38% 29%
 その他 6% 4% 6% 18%

（複数回答）

 ＩＣＴの活用頻度 全体 小学校 中学校 高等学校

 ほぼ毎日活用している 19% 21% 18% 23%
 週に数回 31% 28% 34% 21%
 月に数回 13% 12% 14% 9%
 ほとんど活用していない 37% 39% 34% 47%

特別支援学級

特別支援学校

25%
54%
19%

2%
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全体では「ほとんど活用していない」と回答した教員が37％と最も多く，続いて「週に

数回」「ほぼ毎日活用している」「月に数回」と続いています。校種ごとに分析した結果

でも「ほとんど活用していない」の回答が最も多くなっていました。

この理由として，ＩＣＴ以外による支援を行っており，ＩＣＴを活用した支援を必ずし

も必要としていない，または，活用するに当たり何らかの課題があり，活用に至っていな

い，などが考えられます。

特別支援学校や特別支援学級でのＩＣＴの活用の様子についても同様に集計したところ，

通常の学級と比べ，ＩＣＴを活用しているケースが多いことが分かりました。その取組例

などが，通常の学級における指導・支援の参考になるのではないかと考えました。

(3) 教員が感じているＩＣＴの活用における課題や難しい点

ＩＣＴの活用における課題や難しいと感じていることについて，アンケート調査の記述

を分析しました。テキストマイニングソフト等を用いて分析，要約したところ，主な内容

として挙げられたものには「自分自身が活用方法をあまり分かっていない」「操作に関し

て難しさを感じることがある」「効果的な活用場面を考えることが難しい」などがありま

した。

また，「ほとんど活用していない」と回答した教員が感じている課題と「ほぼ毎日活用

している」と回答した教員が感じている課題を比較した結果は次のとおりです（図２）。

これらの記述から，ほとんど活用していない教員にだけ見られる内容として，機器を活

用しにくいと感じていたり，活用方法に対する不安があったりすることが分かります。

このことから，どのような実践がされているのかを知ってもらうこと，参考となる実践

事例を示すことが，ＩＣＴの活用の第一歩につながるのではないかと考えました。実践事

例については，アンケート調査で収集した，既に活用している教員の取組や，特別支援学

校や特別支援学級において活用がされている内容などを紹介することにより，支援の方法

※ユーザーローカル テキストマイニングツール（ https://textmining.userlocal.jp/ ）による分析

図２ テキストマイニングによる分析
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としてＩＣＴ活用という選択肢が増え，児童生徒の困難さの軽減につながるのではないか

と考えます。

３ 仮想事例を基にしたＩＣＴを活用した支援方法の検討

ＩＣＴ活用を検討する校内研修を想定した演習を実施しました。

新任生徒指導主事研修講座「事例を通した児童生徒理解と対応」において，アセスメン

トシートを使い，大きく四つのステップ（「情報の収集・整理」→「理解・解釈」→「仮

説・計画・立案」→「全体共有」）でアセスメントの演習を実施しました。その際，手立

ての検討場面で，ＩＣＴを活用した指導・支援ができないか，協議を行いました。グルー

プ別に仮想事例（表４）を選択し，協議しました（図３，図４）。

ＩＣＴを活用した支援の

方法を検討することについ

て，演習を行った教員から

良かった点として「教員そ

れぞれが知っているＩＣＴ

を活用した支援について情

報交換することができた」

などの感想が挙げられまし

た。ＩＣＴを活用した取組

を紹介し合い，教員同士で

ＩＣＴを活用してどのよう

な指導・支援ができるのか確認することができました。課題点としては「どう考えたらよ

いか難しかった」「新たに，自分で考えるのは難しい」という感想があったことから，検

討する際に参考となる実践事例や考え方を整理できる資料を提案することで，協議がより

深まったのではないかと考えました。

令和４年５月13日 新任生徒指導主事研修講座（中学校）

図３ ＩＣＴの活用について協議する様子

校種 仮想事例のタイトル

小学校
どんなことでも確認しないと気が済まない児童

友達との関わりに困難さがある児童

中学校
学校に行きたくないと訴える生徒

ＳＮＳ上に悪口を書き込む生徒

高等学校 身体症状を訴え，欠課を繰り返す生徒

仮想事例一覧
表４ 演習で使用した仮想事例

図４ 演習で使用したアセスメントシート
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Ⅲ 研修資料について

１ 研修資料の作成に当たり

アンケート調査の分析結果や研修講座での取組から，作成する研修資料の内容を次のよ

うにしました。

(1) 資料作成の意図についてまとめる。

(2) 学習面又は行動面で困難を示している児童生徒へのＩＣＴを活用した支援の事例をま

とめ，紹介する。

（主な内容としては，研究１年次の今年度は，アンケート調査を基に教育的ニーズの

高い活用事例から整理し，徐々に内容を増やすこととする。）

(3) 不登校（不登校傾向）の児童生徒へのＩＣＴを活用した指導・支援の実践事例をまと

める。

２ 研修資料

以下，資料参照。
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そ

の
よ

う
な

活
用

が
効

果
的

な
の

か
や

，
考

え
方

に
つ

い
て

解
説

を
添

え
て

紹
介

し
て

い
ま

す
。

 
こ

の
研

修
資

料
を

活
用

し
な

が
ら

，
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
支

援
に

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

き
，

児
童

生
徒

の
様

々
な

困
難

を
軽

減
・

解
消

で
き

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

２
．
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児
童
生
徒
た
ち

 
本

研
究

に
お

け
る

「
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒

」
に

つ
い

て
は

，
中

央
教

育
審

議
会

答
申

（
令

和
３

年
１

月
26

日
）

「
『

令
和

の
日

本
型

学
校

教
育

』
の

構
築

を
目

指
し

て
～

全
て

の
子

供
た

ち
の

可
能

性
を

引
き

出
す

，
個

別
最

適
な

学
び

と
，

協
働

的
な

学
び

の
実

現
～

」
及

び
文

部
科

学
省

（
平

成
24

年
12

月
５

日
）

「
通

常
の

学
級

に
在

籍
す

る
発

達
障

害
の

可
能

性
の

あ
る

特
別

な
教

育
的

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒

に
関

す
る

調
査

」
を

参
考

に
，

「
不

登
校

，
病

気
療

養
，

障
害

，
日

本
語

指
導

を
要

す
る

，
学

習
面

又
は

行
動

面
で

困
難

を
示

し
て

い
る

」
児

童
生

徒
と

し
，

県
内

に
お

け
る

現
状

に
つ

い
て

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

実
施

し
ま

し
た

。
 

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
を

秋
田

県
総

合
教

育
セ

ン
タ

ー
（

以
下

，
当

セ
ン

タ
ー

）
研

修
講

座
受

講
者

64
1名

を
対

象
に

実
施

し
ま

し
た

（
令

和
４

年
５

月
か

ら
11

月
ま

で
）

。
 

小
・

中
・

高
等

学
校

に
お

い
て

，
82

％
の

教
員

が
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒

が
い

る
と

回
答

し
ま

し
た

。
さ

ら
に

，
児

童
生

徒
の

様
子

に
つ

い
て

，
「

学
習

面
又

は
行

動
面

で
困

難
を

示
し

て
い

る
」

の
回

答
が

81
％

，
「

障
害

」
が

45
%

，
「

不
登

校
」

が
38

％
と

な
り

ま
し

た
（

表
１

）
。

 
「

学
習

面
又

は
行

動
面

で
困

難
を

示
し

て
い

る
」

児
童

生
徒

の
詳

細
に

つ
い

て
は

，
表

２
の

よ
う

に
な

り
ま

し
た

。
 

こ
れ

ら
の

こ
と

か
ら

，
学

習
面

又
は

行
動

面
で

困
難

を
示

し
て

い
る

児
童

生
徒

が
い

る
と

感
じ

て
い

る
教

員
が

多
く

，
特

に
学

習
面

で
は

「
文

章
を

書
く

」
「

話
を

聞
く

」
こ

と
，

行
動

面
で

は
「

気
が

散
り

や
す

い
」

傾
向

が
見

ら
れ

る
こ

と
が

分
か

り
ま

し
た

。

全
体

不
登

校
38

%
 

病
気

療
養

3%

障
害

45
%

日
本

語
指

導
を

要
す

る
 3

%

学
習

面
又

は
行

動
面

で
 

 
困

難
を

示
し

て
い

る
81

%

そ
の

他
 2

%

表
１

 
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒
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全
体

小
学
校

中
学
校

高
等
学
校

話
を

聞
く

46
%

50
%

41
%

43
%

文
章

を
読

む
39
%

43
%

36
%

25
%

文
章

を
書

く
60
%

63
%

59
%

39
%

算
数

（
計

算
や

図
形

等
）

が
苦

手
39
%

43
%

33
%

36
%

自
分

の
思

い
を

伝
え

た
り

話
し

た
り

す
る

39
%

40
%

41
%

25
%

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
る

34
%

33
%

36
%

29
%

気
が

散
り

や
す

い
53
%

56
%

53
%

39
%

落
ち

着
き

が
な

い
衝

動
的

な
言

動
が

目
立

つ
48
%

49
%

46
%

46
%

衝
動

的
な

言
動

が
目

立
つ

41
%

45
%

38
%

29
%

そ
の

他
6%

4%
6%

18
%

表
２

 
学

習
面

又
は

行
動

面
で

困
難

を
示

し
て

い
る

児
童

生
徒

の
詳

細

３
．
教
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
際
，

課
題
や
難
し
い
と
感
じ
て
い
る
こ
と

 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

よ
り

，
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
に

お
け

る
課

題
や

難
し

い
と

感
じ

て
い

る
こ

と
に

つ
い

て
の

記
述

を
分

析
し

ま
し

た
。

テ
キ

ス
ト

マ
イ

ニ
ン

グ
ソ

フ
ト

等
を

用
い

て
分

析
，

要
約

し
た

と
こ

ろ
，

主
な

内
容

と
し

て
「

自
分

自
身

が
活

用
方

法
を

あ
ま

り
分

か
っ

て
い

な
い

」
「

操
作

に
関

し
て

難
し

さ
を

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

」
「

効
果

的
な

活
用

場
面

を
考

え
る

こ
と

が
難

し
い

」
等

が
あ

り
ま

し
た

。
 

ま
た

，
「

ほ
と

ん
ど

活
用

し
て

い
な

い
」

と
回

答
し

た
教

員
が

感
じ

て
い

る
課

題
と

「
ほ

ぼ
毎

日
活

用
し

て
い

る
」

と
回

答
し

た
教

員
が

感
じ

て
い

る
課

題
を

比
較

し
た

と
こ

ろ
，

ほ
と

ん
ど

活
用

し
て

い
な

い
教

員
に

だ
け

見
ら

れ
る

内
容

と
し

て
，

機
器

を
活

用
し

に
く

い
と

感
じ

て
い

た
り

，
活

用
方

法
に

対
す

る
不

安
が

あ
っ

た
り

す
る

こ
と

が
分

か
り

ま
し

た
。

 
こ

れ
ら

の
こ

と
か

ら
，

ど
の

よ
う

な
実

践
が

さ
れ

て
い

る
の

か
を

知
っ

て
も

ら
う

こ
と

，
参

考
と

な
る

実
践

事
例

を
示

す
こ

と
が

，
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
の

第
一

歩
に

つ
な

が
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
，

本
資

料
に

ま
と

め
ま

し
た

。
 

活
用

事
例

に
つ

い
て

は
，

す
で

に
活

用
し

て
い

る
教

員
が

一
定

数
い

る
こ

と
や

，
特

別
支

援
学

校
や

特
別

支
援

学
級

に
お

い
て

活
用

が
さ

れ
て

い
る

こ
と

な
ど

，
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
収

集
し

た
事

例
を

紹
介

す
る

こ
と

に
よ

り
，

支
援

の
方

法
の

一
つ

と
し

て
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

と
い

う
選

択
肢

が
増

え
，

児
童

生
徒

の
困

難
さ

が
軽

減
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
ま

し
た

。

４
．
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
て
支
援
を
考
え
る

板
書

を
写

せ
な

い

児
童

生
徒

の
様

子

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

児
童

生
徒

の
気

持
ち写

す
の

に
時

間
が

掛
か

る
な

。
黒

板
を

見
て

写
す

こ
と

が
苦

手
な

の
か

な
。

ノ
ー

ト
を

書
く

の
に

時
間

が
掛

か
る

か
ら

嫌
だ

な
。

ど
う

せ
書

け
な

い
。

困
難

さ
へ

の
配

慮

そ
れ

ぞ
れ

の
学

習
ス

タ
イ

ル
に

応
じ

た
学

び
を

保
障

 
教

職
員

が
指

導
方

法
に

悩
む

児
童

生
徒

は
，

実
は

本
人

も
困

っ
て

い
る

状
況

と
い

え
ま

す
。

本
人

の
で

き
な

い
，

も
し

く
は

で
き

て
い

な
い

こ
と

ば
か

り
を

指
導

す
る

だ
け

で
は

，
そ

の
状

況
が

改
善

し
な

い
こ

と
が

多
い

も
の

で
す

。
そ

の
よ

う
な

と
き

は
，

ど
う

す
れ

ば
で

き
る

よ
う

に
な

る
の

か
，

児
童

生
徒

の
立

場
か

ら
困

難
さ

に
寄

り
添

っ
た

指
導

・
支

援
の

方
法

を
考

え
て

み
る

こ
と

が
大

切
で

す
。

い
つ

も
ノ

ー
ト

を
書

い
て

い
ま

せ
ん

ね
。

ち
ゃ

ん
と

，
や

り
な

さ
い

。

こ
の

方
法

な
ら

で
き

た
。

や
れ

ば
で

き
そ

う
だ

な
。

板
書

を
写

し
て

，
手

元
で

確
認

で
き

る
よ

う
に
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実
態

把
握

支
援

方
法

の
検

討

児
童

生
徒

と
の

使
用

方
法

の
確

認

学
校

と
し

て
の

対
応

周
囲

の
児

童
生

徒
へ

の
説

明

保
護

者
と

の
使

用
方

法
の

確
認

５
．
個
別
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
支
援
を
行
う
際
の
流
れ
（
例
）

児
童

生
徒

の
観

察
や

教
職

員
の

気
付

き
，

保
護

者
と

の
面

談
を

通
し

て
，

児
童

生
徒

の
状

態
を

把
握

す
る

。

児
童

生
徒

の
特

性
に

合
わ

せ
た

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

活
用

方
法

を
検

討
す

る
。

本
冊

子
を

基
に

支
援

の
考

え
方

や
活

用
事

例
を

参
考

に
す

る
。

保
護

者
と

教
職

員
の

間
で

使
用

の
状

況
に

つ
い

て
確

認
と

合
意

を
行

う
。

担
当

と
管

理
職

の
み

な
ら

ず
，

教
職

員
全

体
で

対
応

方
針

に
つ

い
て

確
認

す
る

。
教

科
担

任
制

の
場

合
な

ど
は

，
教

職
員

同
士

が
連

絡
を

取
り

合
い

，
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

の
使

用
に

つ
い

て
確

認
，

合
意

す
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を

ど
の

よ
う

に
使

う
こ

と
が

で
き

る
の

か
を

説
明

し
，

授
業

の
中

で
使

う
こ

と
に

つ
い

て
確

認
す

る
。

場
合

に
よ

っ
て

は
，

事
前

に
通

級
指

導
教

室
や

自
宅

な
ど

で
使

用
す

る
こ

と
に

よ
り

，
児

童
生

徒
が

判
断

が
で

き
る

よ
う

促
す

必
要

も
あ

る
。

児
童

生
徒

本
人

の
意

志
を

確
認

す
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
の

具
体

的
な

使
用

方
法

に
つ

い
て

，
児

童
生

徒
，

保
護

者
，

使
用

場
面

に
立

ち
会

う
教

職
員

な
ど

で
確

認
す

る
機

会
を

設
け

る
。

学
級

の
児

童
生

徒
に

，
実

際
に

ど
の

よ
う

に
説

明
す

る
か

に
つ

い
て

，
本

人
や

保
護

者
の

同
意

を
得

る
。

学
級

の
児

童
生

徒
に

対
し

て
，

当
該

児
童

生
徒

が
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

を
使

う
こ

と
に

つ
い

て
説

明
す

る
。 Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

た
指

導
・

支
援

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
て

み
た

児
童

生
徒

の
様

子
に

つ
い

て
，

観
察

等
を

通
し

て
困

難
さ

が
軽

減
さ

れ
て

い
る

か
確

認
す

る
。

児
童

生
徒

や
保

護
者

と
面

談
等

を
行

い
，

活
用

方
法

や
場

面
の

調
整

を
す

る
。

※
具

体
的

な
活

用
事

例
は

，
収

集
し

た
実

践
内

容
を

基
に

，
仮

想
の

事
例

と
し

て
整

理
し

て
い

ま
す

。

 
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

で
は

，
教

員
が

困
っ

て
い

る
こ

と
と

し
て

「
ど

の
よ

う
な

場
面

で
使

う
の

が
効

果
的

な
の

か
分

か
ら

な
い

」
と

い
う

意
見

が
多

く
あ

り
ま

し
た

。
特

別
な

支
援

を
必

要
と

す
る

児
童

生
徒

た
ち

の
困

難
さ

は
様

々
で

あ
り

，
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
す

る
目

的
も

様
々

で
す

。
あ

る
児

童
生

徒
に

有
効

だ
っ

た
活

用
方

法
が

他
の

児
童

生
徒

に
は

有
効

で
な

い
場

合
も

あ
り

ま
す

。
実

際
に

日
常

的
に

活
用

し
て

い
る

事
例

を
中

心
に

，
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
す

る
た

め
の

考
え

方
や

活
用

事
例

に
つ

い
て

の
資

料
を

紹
介

し
ま

す
の

で
，

そ
れ

ぞ
れ

の
児

童
生

徒
た

ち
に

最
適

な
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
を

考
え

る
た

め
の

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

６
．
学
習
面
・
行
動
面
で
困
難
を
示
し
て
い
る
児
童

 
 
生
徒
へ
の
指
導
・
支
援
に
お
け
る
活
用
事
例
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県
内

で
実

際
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
て

指
導

・
支

援
を

行
っ

て
い

る
教

員
の

取
組

を
簡

単
に

紹
介

し
て

い
ま

す
。

多
く

の
方

々
の

実
践

に
つ

な
が

る
こ

と
を

期
待

し
て

い
ま

す
。

令
和

４
年

度
に

，
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
実

施
し

ま
し

た
。

調
査

結
果

を
基

に
，

教
育

的
ニ

ー
ズ

が
高

い
と

考
え

ら
れ

る
内

容
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。

児
童

生
徒

の
具

体
的

な
様

子
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

ま
す

。
児

童
生

徒
の

様
子

か
ら

参
考

に
な

る
活

用
事

例
を

探
し

て
み

て
く

だ
さ

い
。

困
難

さ
の

要
因

と
し

て
考

え
ら

れ
る

背
景

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。
支

援
方

法
を

検
討

す
る

際
，

背
景

か
ら

手
立

て
を

考
え

る
参

考
に

な
れ

ば
と

思
い

ま
す

。

活
用

事
例

を
参

考
に

取
り

組
む

際
，

教
職

員
が

ど
の

よ
う

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
活

用
し

，
ど

の
よ

う
に

児
童

生
徒

に
関

わ
る

か
で

，
効

果
が

大
い

に
異

な
り

ま
す

。
そ

こ
で

，
実

際
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

す
る

際
の

考
え

方
や

ポ
イ

ン
ト

を
記

載
し

ま
し

た
。

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

           

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト①

② ③ ④ ⑤

①
②

③
④

⑤

活
用
事
例
の
見
方
（
大
ま
か
な
活
用
事
例
）

児
童

生
徒

の
様

子

           児
童

生
徒

の
困

難
さ

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

② ③ ④ ⑤

①

活
用
事
例
の
見
方
（
具
体
的
な
活
用
事
例
）

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

し
た

指
導

・
支

援
の

実
際

に
つ

い
て

，
そ

の
概

略
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。

通
常

の
学

級
や

特
別

支
援

学
級

，
特

別
支

援
学

校
で

の
取

組
を

紹
介

し
ま

す
。

校
種

や
学

年
，

教
科

等
示

し
て

い
ま

す
。

児
童

生
徒

の
具

体
的

な
様

子
を

紹
介

し
て

い
ま

す
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

を
紹

介
し

て
い

ま
す

。
対

応
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
に

つ
い

て
検

討
す

る
際

の
参

考
に

し
ま

す
。

児
童

生
徒

の
変

容
や

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

活
用

す
る

際
の

ポ
イ

ン
ト

，
教

職
員

の
関

わ
り

を
ま

と
め

て
い

ま
す

。
活

用
事

例
を

基
に

実
践

す
る

際
に

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

①
②

③
④

⑤
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・
書

い
て

い
る

う
ち

に
，

ど
こ

を
写

し
て

い
る

の
か

分
か

ら
な

く
な

る
。

・
時

間
内

に
課

題
を

終
え

た
り

，
板

書
を

写
し

た
り

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
。

・
何

度
も

確
認

し
な

が
ら

書
く

の
で

時
間

が
掛

か
る

。
・

作
業

が
遅

れ
が

ち
に

な
る

。
・

形
を

整
え

て
書

く
こ

と
が

難
し

い
。

・
書

き
終

え
ら

れ
な

い
経

験
を

重
ね

て
い

く
中

で
，

意
欲

が
低

下
し

，
取

り
か

か
り

が
難

し
く

な
っ

て
 

い
る

。書
き
写
す

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
黒

板
が

見
え

づ
ら

い
。

・
不

注
意

の
た

め
，

今
ど

こ
を

書
い

て
い

る
の

か
が

分
か

ら
な

く
な

る
。

・
黒

板
に

書
か

れ
た

内
容

を
記

憶
し

て
お

く
こ

と
が

難
し

い
。

・
時

間
配

分
の

見
通

し
が

立
ち

に
く

い
。

・
文

字
を

書
く

こ
と

，
ノ

ー
ト

を
取

る
こ

と
が

苦
手

な
生

徒
に

対
し

て
，

タ
ブ

レ
ッ

ト
に

打
ち

込
む

な
 

ど
の

方
法

を
取

っ
て

い
る

。
・

黒
板

の
写

真
を

撮
り

，
時

間
内

に
ノ

ー
ト

に
書

き
写

せ
な

い
と

き
は

，
後

で
そ

の
画

像
を

見
て

書
く

 
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
る

。
・

対
象

生
徒

の
た

め
に

特
別

に
活

用
し

て
い

る
と

い
う

こ
と

は
な

い
が

，
国

語
で

文
章

を
書

く
際

に
，

 
手

書
き

コ
ー

ス
と

タ
ブ

レ
ッ

ト
コ

ー
ス

と
両

方
準

備
し

て
い

る
。

・
ノ

ー
ト

を
書

く
の

が
苦

手
な

生
徒

に
ク

ロ
ー

ム
ブ

ッ
ク

（
１

人
１

台
端

末
）

を
利

用
さ

せ
て

い
る

。
・

書
く

こ
と

の
困

難
さ

に
対

し
，

板
書

を
写

真
に

撮
っ

て
記

録
し

て
い

る
。

      ・
板

書
を

撮
影

す
る

こ
と

を
児

童
生

徒
に

任
せ

る
と

，
全

て
撮

影
し

て
残

そ
う

と
し

て
し

ま
う

こ
と

が
 

あ
り

ま
す

。
撮

影
す

る
こ

と
が

目
的

に
な

ら
な

い
よ

う
に

，
ノ

ー
ト

等
に

書
き

写
す

際
の

補
助

と
し

 
て

の
活

用
が

望
ま

し
い

で
す

。
活

用
方

法
が

身
に

付
く

ま
で

は
，

保
存

し
て

お
く

べ
き

重
要

な
箇

所
 

 
を

指
示

し
た

り
，

教
職

員
が

撮
影

し
た

デ
ー

タ
を

共
有

で
き

る
よ

う
に

し
た

り
す

る
と

効
果

的
で

す
。

・
児

童
生

徒
に

よ
っ

て
は

，
キ

ー
ボ

ー
ド

で
の

ロ
ー

マ
字

入
力

が
難

し
い

場
合

も
あ

り
ま

す
。

携
帯

電
 

話
の

よ
う

な
キ

ー
配

列
で

の
文

字
入

力
機

能
を

使
っ

た
り

，
五

十
音

順
に

並
ん

だ
キ

ー
配

列
で

の
文

 
字

入
力

機
能

を
使

っ
た

り
す

る
な

ど
の

方
法

も
考

え
ら

れ
ま

す
。

・
タ

ブ
レ

ッ
ト

に
，

手
書

き
で

入
力

し
た

文
字

を
テ

キ
ス

ト
デ

ー
タ

に
変

換
し

て
く

れ
る

ア
プ

リ
が

あ
 

り
ま

す
。

自
分

で
メ

モ
を

と
っ

た
り

，
後

で
見

て
も

分
か

る
メ

モ
を

作
成

し
た

り
す

る
の

が
ス

ム
ー

 
ズ

に
な

り
ま

す
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト

中
学
校
第
３
学
年
 
数
学

児
童

生
徒

の
様

子

 文
字

を
書

く
の

が
遅

い
。

聞
き

な
が

ら
書

く
こ

と
も

難
し

く
，

何
の

話
を

聞
い

て
い

る
の

か
黒

板
の

ど
こ

を
書

い
て

い
る

の
か

分
か

ら
な

く
な

る
。

最
近

は
最

初
か

ら
書

く
こ

と
を

あ
き

ら
め

て
い

る
様

子
も

見
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。

      ・
黒

板
が

見
え

づ
ら

い
。

・
不

注
意

の
た

め
，

今
ど

こ
を

書
い

て
い

る
の

か
が

分
か

ら
な

く
な

る
。

・
黒

板
に

書
か

れ
た

内
容

を
記

憶
し

て
お

く
こ

と
が

難
し

い
た

め
，

何
度

も
確

認
し

な
が

ら
書

く
の

で
 

時
間

が
掛

か
る

。
・

時
間

配
分

の
見

通
し

が
立

ち
に

く
く

，
作

業
が

遅
れ

が
ち

に
な

る
。

・
書

き
終

え
ら

れ
な

い
経

験
を

重
ね

て
い

く
中

で
，

意
欲

が
低

下
し

，
取

り
か

か
り

が
難

し
く

な
っ

て
 

い
る

。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
授

業
中

に
も

ノ
ー

ト
を

書
く

時
間

は
設

け
て

い
た

が
，

そ
れ

で
も

間
に

合
わ

な
い

と
混

乱
し

た
り

，
や

る
気

を
な

く
し

た
り

し
て

し
ま

い
，

本
来

解
く

こ
と

が
で

き
る

問
題

に
も

取
り

組
ま

な
く

な
っ

て
い

た
。

こ
れ

ま
で

は
板

書
を

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
で

撮
影

し
て

残
す

こ
と

が
あ

っ
た

が
，

そ
の

後
の

活
用

が
難

し
か

っ
た

。
タ

ブ
レ

ッ
ト

の
使

用
に

よ
り

，
簡

単
に

拡
大

し
て

見
る

こ
と

が
で

き
た

り
書

き
込

み
な

ど
が

し
や

す
く

な
っ

た
り

し
た

。
操

作
の

楽
し

さ
も

あ
っ

て
学

習
へ

の
意

欲
向

上
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

授
業

の
内

容
に

よ
っ

て
は

，
う

ま
く

使
え

な
い

こ
と

も
あ

る
た

め
，

活
用

の
仕

方
に

つ
い

て
は

本
人

と
相

談
し

，
よ

り
広

げ
て

い
く

こ
と

に
し

た
。

 
黒

板
の

使
い

方
を

パ
タ

ー
ン

化
し

，
書

い
た

り
貼

っ
た

り
す

る
内

容
を

精
選

し
た

り
，

後
か

ら
見

て
も

分
か

り
や

す
い

構
成

に
し

た
り

し
た

こ
と

で
板

書
が

整
理

さ
れ

た
。

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
M

ic
ro

so
ft

 L
en

s，
O

ne
N

ot
e（

本
人

 
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
端

末
を

使
用

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

主
と

し
て

家
庭

学
習

で
，

授
業

内
容

の
 

見
直

し
に

使
用

す
る

。
③

授
業

に
お

け
る

支
援

内
容

 
 

授
業

中
ま

た
は

授
業

後
に

板
書

を
Le

ns
 

で
撮

影
す

る
。

内
容

に
よ

っ
て

，
そ

の
場

 
で

考
え

を
入

力
し

た
り

，
自

宅
で

 
O

ne
N

ot
eに

取
り

込
ん

で
課

題
を

や
り

直
 

し
た

り
，

ま
と

め
を

書
き

込
ん

だ
り

し
て

 
振

り
返

り
を

す
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例
板

書
上

で
大

事
だ

と
思

う
部

分
を

切
り

取
り

，
拡

大
し

て
取

り
込

む
（

教
員

が
，

見
直

し
て

ほ
し

い
部

分
を

指
定

す
る

こ
と

も
あ

る
）

写
真

に
直

接
線

を
引

い
た

り
，

文
字

を
書

き
込

ん
だ

り
し

な
が

ら
内

容
を

復
習

す
る
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・
漢

字
の

画
数

が
多

か
っ

た
り

少
な

か
っ

た
り

し
，

と
め

・
は

ね
・

は
ら

い
な

ど
の

区
別

が
難

し
い

。
・

形
の

似
た

文
字

や
意

味
の

似
た

漢
字

の
混

同
が

あ
る

。
・

文
字

の
大

き
さ

を
整

え
た

り
，

マ
ス

目
か

ら
は

み
出

さ
ず

に
書

い
た

り
す

る
こ

と
が

難
し

く
，

消
し

 
ゴ

ム
な

ど
の

使
い

方
も

ぎ
こ

ち
な

い
。

・
細

部
の

情
報

を
見

落
と

し
た

り
，

書
き

忘
れ

た
り

す
る

。
・

学
年

相
応

の
漢

字
を

書
く

こ
と

が
難

し
い

。

漢
字
を
書
く

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
視

覚
認

知
の

力
が

弱
く

，
文

字
の

形
が

捉
え

に
く

い
。

・
音

韻
認

識
の

力
が

弱
く

，
頭

の
中

で
文

字
と

音
を

結
び

付
け

て
単

語
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
極

端
な

不
器

用
さ

が
あ

る
。

・
不

注
意

が
あ

る
。

・
板

書
や

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

を
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
で

撮
影

し
て

手
元

で
拡

大
す

る
こ

と
で

見
や

す
く

し
，

手
 

元
で

確
認

し
な

が
ら

書
け

る
よ

う
に

し
た

。
・

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
を

使
っ

て
ノ

ー
ト

テ
イ

ク
を

行
っ

た
。

パ
ソ

コ
ン

の
漢

字
変

換
機

能
を

使
う

こ
と

 
で

，
板

書
を

正
確

に
写

す
よ

う
に

な
っ

た
。

パ
ソ

コ
ン

で
入

力
し

た
文

字
は

読
み

や
す

い
た

め
，

授
 

業
の

復
習

に
も

役
立

っ
た

。
・

学
習

カ
ー

ド
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

で
配

信
し

，
文

字
入

力
で

課
題

提
出

で
き

る
よ

う
に

し
た

。
・

漢
字

の
書

き
取

り
の

宿
題

を
，

漢
字

練
習

ア
プ

リ
に

よ
る

学
習

に
切

り
替

え
た

。

      ・
書

く
こ

と
が

苦
手

な
児

童
生

徒
は

，
漢

字
を

繰
り

返
し

書
い

て
練

習
す

る
方

法
で

は
，

漢
字

を
正

確
 

に
覚

え
た

り
書

い
た

り
で

き
る

よ
う

に
な

る
こ

と
が

難
し

い
と

言
わ

れ
て

い
ま

す
。

漢
字

の
「

意
味

」
 

「
読

み
」

「
書

き
」

の
学

習
を

段
階

的
に

行
っ

て
定

着
を

図
っ

た
り

，
「

意
味

」
や

「
読

み
」

の
理

 
解

を
求

め
る

学
習

で
は

書
く

こ
と

を
求

め
な

い
な

ど
，

ね
ら

い
に

応
じ

て
書

く
負

担
の

軽
減

を
図

っ
 

た
り

す
る

工
夫

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

ま
た

，
漢

字
の

形
や

書
き

順
を

覚
え

る
と

き
に

は
「

木
の

上
に

 
立

っ
て

見
る

の
が

“親
”」

な
ど

言
葉

に
置

き
換

え
て

形
や

意
味

に
注

目
さ

せ
た

り
，

形
や

書
き

順
を

 
分

か
り

や
す

く
示

し
た

り
す

る
こ

と
も

有
効

で
す

。
児

童
生

徒
に

と
っ

て
分

か
り

や
す

い
提

示
の

仕
 

方
を

探
り

，
学

習
に

取
り

入
れ

る
こ

と
で

，
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
効

果
も

よ
り

高
ま

る
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
・

漢
字

練
習

ア
プ

リ
の

活
用

は
，

書
き

直
し

が
容

易
で

何
度

も
取

り
組

め
る

た
め

，
不

器
用

さ
が

あ
っ

 
 

て
鉛

筆
や

消
し

ゴ
ム

の
使

用
を

負
担

に
感

じ
る

児
童

生
徒

に
と

っ
て

も
有

効
な

ツ
ー

ル
と

な
り

ま
す

。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト

小
学
校
第
３
学
年
 
国
語

児
童

生
徒

の
様

子

  
漢

字
練

習
の

家
庭

学
習

に
真

面
目

に
取

り
組

む
が

，
字

形
が

整
わ

ず
，

書
き

間
違

い
が

多
い

。
漢

字
テ

ス
ト

で
は

点
数

が
と

れ
な

い
。

作
文

で
は

，
習

っ
た

漢
字

で
あ

っ
て

も
平

仮
名

で
書

く
こ

と
が

多
い

。
鉛

筆
の

持
ち

方
が

ぎ
こ

ち
な

く
，

消
し

ゴ
ム

を
使

う
際

に
時

間
が

掛
か

る
。

最
近

は
，

徐
々

に
家

庭
学

習
の

提
出

を
渋

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

・ ・
視

覚
認

知
の

力
が

弱
く

，
文

字
の

形
が

捉
え

に
く

い
。

・
極

端
な

不
器

用
さ

が
あ

る
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
こ

れ
ま

で
は

，
漢

字
ド

リ
ル

を
ノ

ー
ト

に
書

き
写

す
家

庭
学

習
に

相
当

の
時

間
と

労
力

を
割

い
て

取
り

組
ん

で
い

た
よ

う
で

あ
っ

た
が

，
結

果
が

伴
わ

な
か

っ
た

。
ア

プ
リ

の
画

面
上

で
は

，
筆

順
が

矢
印

で
示

さ
れ

，
見

本
を

指
で

な
ぞ

る
形

で
練

習
で

き
る

た
め

，
字

形
や

筆
順

を
意

識
し

や
す

い
よ

う
あ

っ
た

。
画

面
上

で
は

書
き

間
違

え
て

も
修

正
し

や
す

い
こ

と
も

，
書

く
こ

と
の

負
担

感
の

軽
減

に
つ

な
が

っ
て

い
た

。
紙

に
書

く
量

を
少

な
く

設
定

し
た

こ
と

で
，

「
こ

れ
く

ら
い

な
ら

書
け

る
」

と
い

う
気

持
ち

に
な

り
，

「
宿

題
シ

ー
ト

」
に

も
意

欲
的

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

た
。

正
し

い
字

形
や

書
き

順
を

意
識

し
な

が
ら

繰
り

返
し

学
習

に
向

か
う

こ
と

で
，

覚
え

て
書

け
る

漢
字

が
増

え
て

き
て

い
る

。
 

家
で

作
文

に
取

り
組

む
際

に
，

ア
プ

リ
で

漢
字

を
調

べ
て

書
く

よ
う

に
な

っ
た

と
聞

き
，

学
校

で
も

辞
書

や
見

本
と

し
て

活
用

す
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
考

え
，

検
討

中
で

あ
る

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
漢

字
練

習
ア

プ
リ

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

②
活

用
の

ね
ら

い
 

 
家

庭
学

習
で

，
漢

字
練

習
に

使
用

す
る

。
紙

に
 

書
く

負
担

を
軽

減
す

る
こ

と
で

学
習

へ
の

集
中

を
 

を
高

め
る

と
と

も
に

，
筆

順
の

ガ
イ

ド
に

沿
っ

て
 

画
面

に
直

接
指

で
書

い
て

練
習

す
る

こ
と

で
，

漢
 

字
の

正
し

い
字

形
や

筆
順

の
定

着
を

図
る

。
③

活
用

方
法

 
 

ア
プ

リ
を

使
い

，
画

面
上

で
漢

字
の

な
ぞ

り
書

 
き

に
取

り
組

む
。

宿
題

の
ま

と
め

と
し

て
，

そ
の

 
日

練
習

し
た

漢
字

を
「

宿
題

シ
ー

ト
」

（
Ａ

４
版

 
１

枚
の

紙
プ

リ
ン

ト
）

に
書

い
て

提
出

す
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例
い

ろ
い

ろ
な

漢
字

練
習

ア
プ

リ
の

中
か

ら
，

自
分

が
使

い
や

す
そ

う
な

も
の

を
教

員
と

一
緒

に
選

択
し

た

線
を

引
き

間
違

え
た

と
き

の
「

ブ
ー

」
と

い
う

効
果

音
を

聞
く

と
嫌

な
気

持
ち

に
な

る
の

で
，

音
声

は
ミ

ュ
ー

ト
で

使
う

こ
と

を
確

認
し

た

案
児

童
生

徒
の

変
容

と
教

職
員

の
新

た
な

配
慮

等
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・
聞

き
も

ら
し

が
多

か
っ

た
り

，
聞

い
た

こ
と

を
す

ぐ
忘

れ
た

り
す

る
。

・
授

業
中

に
ぼ

ん
や

り
し

て
い

る
よ

う
に

見
え

る
。

・
言

葉
を

聞
い

て
，

情
報

を
イ

メ
ー

ジ
化

し
て

捉
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

話
を
聞
く

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
耳

か
ら

入
っ

て
き

た
情

報
が

記
憶

に
留

ま
り

に
く

い
。

・
注

意
を

保
持

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

語
彙

が
少

な
か

っ
た

り
，

経
験

が
少

な
か

っ
た

り
す

る
。

・
周

囲
の

音
の

中
か

ら
必

要
な

音
に

注
目

し
て

聞
き

取
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

聴
力

が
弱

い
。

・
授

業
の

進
行

に
合

わ
せ

た
ス

ラ
イ

ド
を

Po
w

er
Po

in
t（

M
ic

ro
so

ft
）

で
作

成
し

，
電

子
黒

板
で

提
 

示
す

る
こ

と
で

，
画

像
や

キ
ー

ワ
ー

ド
と

な
る

単
語

等
と

教
員

の
話

を
照

ら
し

合
わ

せ
ら

れ
る

よ
う

 
に

し
た

。
・

言
葉

と
具

体
物

が
つ

な
が

る
よ

う
写

真
で

提
示

し
た

り
，

授
業

の
イ

メ
ー

ジ
し

づ
ら

い
部

分
を

画
像

 
や

映
像

で
視

覚
的

に
示

し
た

り
し

た
。

・
言

葉
だ

け
で

説
明

す
る

の
で

は
な

く
，

実
物

投
影

機
を

使
っ

て
資

料
を

拡
大

し
て

見
せ

た
り

，
教

員
 

が
物

を
操

作
す

る
手

元
を

拡
大

し
て

見
せ

た
り

し
た

。
・

聴
覚

過
敏

が
あ

る
た

め
，

ノ
イ

ズ
キ

ャ
ン

セ
ラ

―
（

騒
音

を
遮

断
す

る
イ

ヤ
ホ

ン
）

の
使

用
を

認
め

 
て

い
る

。

      ・
 P

ow
er

Po
in

t 等
に

よ
る

ス
ラ

イ
ド

は
，

提
示

す
る

内
容

を
精

選
し

た
り

，
提

示
の

仕
方

を
工

夫
し

 
た

り
す

る
こ

と
で

，
話

を
分

か
り

や
す

く
し

た
り

，
注

目
を

高
め

た
り

す
る

な
ど

の
効

果
が

期
待

で
 

き
ま

す
。

し
か

し
，

ス
ラ

イ
ド

の
画

面
は

後
に

残
ら

な
い

の
で

，
ス

ラ
イ

ド
の

内
容

を
プ

リ
ン

ト
ア

 
ウ

ト
し

て
配

布
し

た
り

，
学

習
の

め
あ

て
な

ど
の

一
時

間
を

通
し

て
意

識
さ

せ
た

い
内

容
は

黒
板

に
 

書
い

て
提

示
し

た
り

す
る

な
ど

，
目

的
に

応
じ

て
提

示
の

仕
方

を
使

い
分

け
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 
ま

た
，

電
子

黒
板

，
教

科
書

，
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
，

ノ
ー

ト
等

，
同

時
に

複
数

の
も

の
に

注
目

し
な

い
 

と
い

け
な

い
よ

う
な

状
況

を
つ

く
ら

な
い

よ
う

，
留

意
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
・

「
〇

〇
に

つ
い

て
３

つ
話

を
し

ま
す

」
な

ど
，

先
に

注
目

さ
せ

て
か

ら
説

明
し

た
り

，
授

業
の

内
容

 
 

を
視

覚
的

に
整

理
で

き
る

よ
う

な
ワ

ー
ク

シ
ー

ト
を

作
成

し
て

活
用

し
た

り
す

る
こ

と
も

有
効

で
す

。
 

教
室

の
視

覚
刺

激
を

減
ら

し
た

り
，

授
業

の
中

に
効

果
的

な
動

き
を

取
り

入
れ

た
り

す
る

な
ど

，
集

 
中

し
や

す
い

状
況

づ
く

り
を

心
が

け
ま

し
ょ

う
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト

小
学
校
第
６
学
年
（
特
別
支
援
学
級
）
 
生
活
単
元
学
習

児
童

生
徒

の
様

子

 
聞

き
も

ら
し

が
多

く
，

一
見

聞
い

て
い

る
よ

う
に

見
え

る
と

き
で

も
，

後
か

ら
確

認
す

る
と

覚
え

て
い

な
い

こ
と

が
多

い
。

会
話

を
し

て
い

る
と

，
「

う
ん

，
う

ん
」

と
調

子
を

合
わ

せ
て

く
る

が
，

よ
く

分
か

っ
て

い
な

い
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
が

あ
る

。
ま

た
，

言
葉

の
意

味
を

よ
く

分
か

っ
て

い
な

い
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
も

あ
る

。
集

中
時

間
が

短
く

，
長

く
話

を
聞

い
て

い
る

と
飽

き
て

そ
わ

そ
わ

し
た

り
，

ぼ
ん

や
り

し
た

り
し

て
し

ま
う

。

・
耳

か
ら

入
っ

て
き

た
情

報
が

記
憶

に
留

ま
り

に
く

い
。

・
注

意
を

保
持

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

語
彙

が
少

な
か

っ
た

り
，

経
験

が
少

な
か

っ
た

り
す

る
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
写

真
や

イ
ラ

ス
ト

を
多

く
取

り
入

れ
，

視
覚

的
に

分
か

り
や

す
い

ス
ラ

イ
ド

に
し

た
こ

と
で

，
言

葉
だ

け
の

説
明

を
聞

く
よ

り
も

行
き

先
や

活
動

内
容

の
イ

メ
ー

ジ
が

も
ち

や
す

い
よ

う
だ

っ
た

。
ス

ラ
イ

ド
が

切
り

替
わ

っ
た

り
，

強
調

し
た

い
情

報
が

ア
ニ

メ
ー

シ
ョ

ン
で

表
示

さ
れ

た
り

し
た

こ
と

も
，

注
意

を
持

続
す

る
上

で
有

効
だ

っ
た

。
映

像
や

文
字

の
提

示
の

仕
方

，
教

職
員

の
話

の
タ

イ
ミ

ン
グ

や
話

す
言

葉
等

を
吟

味
し

た
こ

と
で

，
聞

く
こ

と
に

も
集

中
で

き
た

よ
う

だ
っ

た
。

ス
ラ

イ
ド

を
通

し
て

修
学

旅
行

へ
の

見
通

し
や

期
待

感
を

高
め

た
こ

と
で

，
そ

の
後

の
調

べ
学

習
に

も
意

欲
的

に
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

た
。

ま
た

，
修

学
旅

行
に

対
し

て
具

体
的

な
イ

メ
ー

ジ
を

も
っ

た
こ

と
で

，
そ

の
後

，
交

流
学

級
で

修
学

旅
行

の
事

前
学

習
に

参
加

し
た

際
に

も
，

普
段

よ
り

集
中

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
 ①

支
援

機
器

や
教

材
・

教
具

等
 

 
 

Po
w

er
Po

in
t（

M
ic

ro
so

ft
）

 
 

電
子

黒
板

②
活

用
の

ね
ら

い
 

 
授

業
の

導
入

場
面

で
活

用
す

る
こ

と
で

，
修

 
学

旅
行

に
つ

い
て

具
体

的
に

イ
メ

ー
ジ

し
，

期
 

待
感

が
高

め
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

③
授

業
に

お
け

る
支

援
内

容
 

 
修

学
旅

行
の

行
き

先
や

活
動

内
容

を
，

写
真

 
 

や
動

画
の

ス
ラ

イ
ド

資
料

に
ま

と
め

て
説

明
し

 
た

。
先

に
写

真
を

写
し

て
注

目
さ

せ
て

か
ら

 
「

○
○

に
行

き
ま

す
」

と
説

明
し

て
「

○
○

」
 

と
行

き
先

の
文

字
を

写
す

な
ど

，
提

示
の

仕
方

 
を

工
夫

し
た

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

ス
ラ

イ
ド

の
画

面
は

シ
ン

プ
ル

に
し

て
，

必
要

な
情

報
を

つ
か

み
や

す
く

し
た

本
人

が
理

解
し

や
す

い
言

葉
で

話
す

よ
う

心
掛

け
た

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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・
音

読
が

苦
手

で
，

逐
次

読
み

に
な

っ
た

り
，

文
章

を
読

む
の

に
時

間
が

掛
か

っ
た

り
す

る
。

・
単

語
の

読
み

間
違

い
や

読
み

と
ば

し
が

し
ば

し
ば

見
ら

れ
る

。
・

板
書

の
内

容
が

す
ぐ

に
読

み
取

れ
な

い
。

・
文

字
や

記
号

の
形

を
正

確
に

捉
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
ど

こ
ま

で
読

ん
だ

か
覚

え
て

い
な

か
っ

た
り

，
読

ん
だ

内
容

を
理

解
し

て
い

な
か

っ
た

り
す

る
。

文
章
を
読
む

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
眼

球
の

動
き

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
音

韻
認

識
の

力
が

弱
い

。
・

複
数

の
文

字
を

，
単

語
や

意
味

の
ま

と
ま

り
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
視

覚
認

知
の

力
が

弱
い

。
・

ワ
ー

キ
ン

グ
メ

モ
リ

が
弱

い
。

・
板

書
を

デ
ジ

タ
ル

カ
メ

ラ
や

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

で
撮

影
し

，
手

元
で

拡
大

し
て

確
認

し
た

り
，

後
か

ら
 

振
り

返
り

に
使

っ
た

り
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

・
デ

ジ
タ

ル
教

科
書

や
ア

プ
リ

を
用

い
て

，
教

科
書

の
文

字
の

書
体

や
フ

ォ
ン

ト
を

本
人

が
読

み
や

す
 

い
も

の
に

代
え

た
り

，
振

り
仮

名
表

記
に

し
た

り
，

音
声

読
み

上
げ

機
能

を
活

用
し

た
り

し
た

。
・

黙
読

や
音

読
の

代
わ

り
に

音
声

読
み

上
げ

機
能

を
活

用
し

，
聞

く
こ

と
で

教
科

書
の

内
容

を
理

解
で

 
き

る
よ

う
に

し
た

。
・

授
業

の
ワ

ー
ク

や
プ

リ
ン

ト
を

デ
ー

タ
化

し
て

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

に
映

し
，

機
器

の
音

声
読

み
上

げ
機

 
能

を
活

用
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

      ・
読

む
こ

と
が

難
し

い
児

童
生

徒
の

中
に

は
，

一
見

何
と

か
読

め
て

い
る

よ
う

に
見

え
て

い
る

場
合

で
 

も
，

読
む

こ
と

に
力

を
費

や
す

あ
ま

り
内

容
の

理
解

ま
で

至
っ

て
い

な
い

と
い

う
ケ

ー
ス

が
少

な
か

 
ら

ず
あ

り
ま

す
。

「
何

と
か

読
め

て
い

る
か

ら
支

援
は

必
要

な
い

」
と

考
え

ず
，

手
立

て
を

講
じ

る
 

 
こ

と
で

，
学

習
に

ア
ク

セ
ス

し
や

す
く

な
り

ま
す

。
・

イ
ヤ

ホ
ン

を
使

う
こ

と
で

，
周

囲
を

気
に

せ
ず

音
声

読
み

上
げ

機
能

を
活

用
で

き
ま

す
。

・
見

や
す

さ
や

見
え

に
く

さ
は

人
そ

れ
ぞ

れ
な

の
で

，
教

科
書

の
文

字
の

書
体

や
フ

ォ
ン

ト
な

ど
を

変
 

更
す

る
際

は
，

対
象

と
な

る
児

童
生

徒
に

と
っ

て
見

や
す

い
も

の
を

確
認

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

・
Ｉ

Ｃ
Ｔ

の
活

用
以

外
で

も
，

文
章

を
読

む
際

に
単

語
や

文
節

ご
と

に
丸

や
線

で
区

切
っ

て
み

た
り

，
 

読
む

箇
所

が
分

か
り

や
す

い
よ

う
定

規
や

ス
リ

ッ
ト

を
当

て
て

み
た

り
す

る
こ

と
で

，
読

み
に

く
さ

 
の

改
善

が
期

待
で

き
ま

す
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト

小
学
校
第
５
学
年
 
国
語

児
童

生
徒

の
様

子

 
音

読
が

苦
手

で
，

逐
次

読
み

に
な

っ
た

り
，

文
章

を
読

む
の

に
時

間
が

か
か

っ
た

り
す

る
。

単
語

を
読

み
間

違
え

た
り

，
読

み
飛

ば
し

た
り

す
る

こ
と

が
多

い
。

音
読

し
た

後
に

文
章

の
内

容
を

聞
い

て
も

答
え

ら
れ

な
い

こ
と

が
多

い
。

・ ・
眼

球
の

動
き

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
音

韻
認

識
の

力
が

弱
い

。
・

複
数

の
文

字
を

，
単

語
や

意
味

の
ま

と
ま

り
と

し
て

捉
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
視

覚
認

知
の

力
が

弱
い

。
・

ワ
ー

キ
ン

グ
メ

モ
リ

が
弱

い
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

         
音

読
や

黙
読

の
時

間
を

，
デ

イ
ジ

ー
教

科
書

の
読

み
上

げ
機

能
を

使
っ

て
，

音
声

を
聞

い
て

理
解

す
る

時
間

に
変

更
し

た
。

音
声

で
聞

く
こ

と
で

教
科

書
の

内
容

を
理

解
で

き
る

よ
う

に
な

っ
た

た
め

，
授

業
の

内
容

に
つ

い
て

の
理

解
が

深
ま

っ
た

。
予

習
と

し
て

家
庭

で
教

科
書

の
内

容
を

音
声

で
聞

い
て

か
ら

授
業

を
受

け
る

な
ど

，
学

習
全

般
へ

の
意

欲
の

高
ま

り
に

つ
な

が
っ

た
。

ま
た

，
デ

イ
ジ

ー
教

科
書

の
文

字
の

大
き

さ
や

書
体

を
自

分
が

読
み

や
す

い
も

の
に

変
更

し
た

り
，

読
み

上
げ

て
い

る
と

こ
ろ

を
ハ

イ
ラ

イ
ト

表
示

し
た

り
す

る
こ

と
で

，
ゆ

っ
く

り
な

ス
ピ

ー
ド

で
あ

れ
ば

，
家

庭
で

デ
イ

ジ
ー

教
科

書
に

合
わ

せ
て

自
分

で
も

音
読

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

 
教

職
員

は
，

音
読

以
外

の
場

面
で

も
本

人
が

困
難

を
抱

え
て

い
る

こ
と

を
考

慮
し

，
板

書
の

際
に

言
葉

で
補

っ
た

り
，

板
書

の
内

容
を

見
や

す
い

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
ま

と
め

て
渡

し
た

り
す

る
よ

う
に

し
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

デ
イ

ジ
ー

教
科

書
 

 
((

公
財

)日
本

障
害

者
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

 
 

協
会

) 
 

 
マ

ル
チ

メ
デ

ィ
ア

デ
イ

ジ
ー

 再
生

ア
プ

リ
 

 
 

い
ー

リ
ー

ダ
ー

（
PL

EX
TA

LK
）

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

 
 

イ
ヤ

ホ
ン

②
活

用
の

ね
ら

い
 

 
教

科
書

を
読

む
場

面
で

使
用

す
る

。
③

授
業

に
お

け
る

支
援

内
容

 
 

授
業

中
ま

た
は

家
庭

で
の

予
習

・
復

習
な

ど
 

の
際

に
必

要
に

応
じ

て
音

声
読

み
上

げ
機

能
を

 
活

用
す

る
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例
教

室
で

，
授

業
中

に
使

う
際

に
は

イ
ヤ

ホ
ン

を
接

続
し

，
周

囲
に

音
が

漏
れ

な
い

よ
う

に
し

た

耳
で

聞
い

て
教

科
書

の
内

容
が

分
か

る
の

で
，

授
業

中
，

教
科

書
の

内
容

に
つ

い
て

質
問

さ
れ

て
も

答
え

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

た

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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・
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
ま

と
め

て
話

す
こ

と
が

難
し

い
。

・
出

来
事

や
感

想
を

ま
と

め
て

，
作

文
を

書
く

こ
と

が
難

し
い

。
・

伝
え

た
い

内
容

を
言

葉
に

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

考
え

を
ま

と
め

ず
に

思
い

つ
く

ま
ま

話
し

て
し

ま
う

。

自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
言

葉
に

置
き

換
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
語

の
想

起
が

ス
ム

ー
ズ

で
な

か
っ

た
り

，
語

彙
が

少
な

か
っ

た
り

す
る

。
・

出
来

事
や

体
験

し
た

こ
と

を
思

い
出

す
こ

と
が

難
し

い
。

・
他

者
の

視
点

に
立

っ
て

話
を

整
理

す
る

こ
と

が
難

し
い

。
・

衝
動

性
が

強
い

。

・
発

表
の

前
に

，
Si

m
pl

eM
in

d（
マ

イ
ン

ド
マ

ッ
ピ

ン
グ

）
を

使
っ

て
話

の
内

容
を

整
理

す
る

よ
う

に
 

し
た

。
そ

れ
を

土
台

に
し

，
話

す
内

容
を

構
成

し
た

。
・

５
W

１
H

の
例

文
の

枠
を

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
で

提
示

し
，

例
文

の
枠

の
中

に
直

接
書

き
込

む
こ

と
で

，
 

文
章

に
ま

と
め

ら
れ

る
よ

う
に

し
た

。
・

考
え

を
ま

と
め

る
場

面
で

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
の

付
箋

機
能

を
活

用
し

た
。

画
面

を
共

有
す

る
こ

と
で

，
 

他
の

人
の

考
え

や
ま

と
め

方
を

参
考

と
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

・
校

外
学

習
や

行
事

等
の

作
文

を
書

く
際

に
，

１
人

１
台

端
末

か
ら

対
象

と
な

る
活

動
の

写
真

を
見

る
 

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

，
出

来
事

や
体

験
し

た
こ

と
を

思
い

出
し

や
す

い
よ

う
に

し
た

。

      ・
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
言

葉
や

文
字

に
置

き
換

え
て

ま
と

め
る

た
め

に
は

，
自

分
の

考
え

や
気

持
 

ち
を

表
現

す
る

言
葉

を
覚

え
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

思
考

整
理

に
活

用
で

き
る

ア
プ

リ
や

ツ
ー

 
ル

は
い

ろ
い

ろ
あ

り
ま

す
が

，
 そ

れ
を

用
い

る
だ

け
で

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
，

表
現

す
る

力
が

育
 

つ
と

い
う

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

思
考

整
理

ツ
ー

ル
を

用
い

る
に

当
た

っ
て

も
，

初
め

は
児

童
生

 
徒

が
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
ま

と
め

る
過

程
に

寄
り

添
い

，
具

体
的

に
支

援
す

る
こ

と
が

求
め

ら
 

れ
ま

す
。

・
発

表
や

作
文

の
ひ

な
型

を
作

っ
て

活
用

し
た

り
，

穴
埋

め
形

式
の

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

に
キ

ー
ワ

ー
ド

を
 

書
き

込
む

こ
と

で
発

表
内

容
を

ま
と

め
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
り

す
る

な
ど

，
取

組
の

ハ
ー

ド
ル

を
下

 
げ

る
支

援
も

有
効

で
す

。
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
ま

と
め

て
人

に
伝

え
る

力
は

，
生

涯
に

渡
っ

て
 

必
要

な
力

で
も

あ
り

ま
す

。
児

童
生

徒
の

困
難

に
気

付
い

た
タ

イ
ミ

ン
グ

で
支

援
を

講
じ

，
有

効
な

 
手

立
て

や
変

化
の

様
子

を
次

年
度

に
引

き
継

い
で

い
く

こ
と

が
大

切
で

す
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト

中
学
校
第
１
学
年
（
特
別
支
援
学
級
）
 
国
語

児
童

生
徒

の
様

子

 
出

来
事

や
感

想
を

ま
と

め
，

相
手

に
伝

わ
る

よ
う

に
話

す
こ

と
が

難
し

い
。

本
人

も
発

表
に

対
し

て
苦

手
意

識
を

も
っ

て
お

り
，

緊
張

し
て

し
ま

う
。

感
想

は
，

「
楽

し
か

っ
た

」
「

頑
張

っ
た

」
な

ど
の

ワ
ン

パ
タ

ー
ン

な
表

現
に

な
っ

て
し

ま
う

。

・
自

分
の

考
え

や
気

持
ち

を
言

葉
に

置
き

換
え

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
語

の
想

起
が

ス
ム

ー
ズ

で
な

か
っ

た
り

，
語

彙
が

少
な

か
っ

た
り

す
る

。
・

出
来

事
や

体
験

し
た

こ
と

を
思

い
出

す
こ

と
が

難
し

い
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
「

特
に

何
を

頑
張

っ
た

の
か

な
」

「
そ

の
と

き
の

気
持

ち
は

，
〇

〇
か

な
，

そ
れ

と
も

△
△

か
な

」
 

「
点

数
で

言
っ

た
ら

何
点

く
ら

い
か

な
」

な
ど

，
付

箋
の

内
容

に
対

し
て

質
問

し
，

や
り

と
り

す
る

こ
と

で
，

自
分

の
考

え
や

気
持

ち
を

表
す

言
葉

を
引

き
出

す
こ

と
が

で
き

た
。

自
分

か
ら

言
葉

が
出

て
こ

な
い

と
き

に
は

，
教

職
員

が
い

く
つ

か
の

言
葉

を
提

示
す

る
こ

と
で

，
自

分
の

気
持

ち
に

沿
っ

た
言

葉
を

選
ぶ

こ
と

が
で

き
た

。
発

表
の

ひ
な

型
と

付
箋

を
使

っ
て

発
表

の
内

容
を

整
理

す
る

こ
と

で
，

自
分

の
考

え
を

ま
と

め
，

発
表

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
映

像
で

行
事

を
振

り
返

る
際

に
，

本
人

の
活

躍
場

面
を

取
り

上
げ

て
具

体
的

な
言

葉
で

称
揚

す
る

よ
う

に
し

た
こ

と
も

，
「

こ
の

こ
と

を
発

表
し

た
い

」
と

い
う

気
持

ち
を

も
っ

た
り

，
そ

の
と

き
の

自
分

の
考

え
を

振
り

返
っ

た
り

す
る

上
で

有
効

で
あ

っ
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
電

子
黒

板
 

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
（

（
（

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

授
業

の
導

入
で

行
事

の
映

像
を

見
る

時
間

を
 

設
け

る
こ

と
で

，
行

事
を

視
覚

的
に

振
り

返
る

。
 

 
発

表
す

る
内

容
を

考
え

る
場

面
で

，
タ

ブ
レ

ッ
 

ト
PC

の
付

箋
機

能
を

使
っ

て
考

え
を

整
理

す
る

。
③

授
業

に
お

け
る

支
援

内
容

 
 

行
事

の
様

子
や

生
徒

の
取

組
等

を
分

か
り

や
 

す
く

コ
ン

パ
ク

ト
に

ま
と

め
た

映
像

を
用

い
，

 
視

覚
的

に
振

り
返

っ
た

。
 

 
発

表
の

ひ
な

型
に

沿
っ

て
発

表
す

る
内

容
を

 
考

え
さ

せ
，

付
箋

に
記

入
さ

せ
た

。
付

箋
の

内
 

容
に

対
し

て
教

員
が

質
問

す
る

こ
と

で
，

発
表

 
の

内
容

を
深

め
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
。

 

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

カ
ー

ド
を

手
渡

す
係

を
が

ん
ば

っ
た

相
手

の
顔

を
見

て
笑

顔
で

手
渡

し
た

緊
張

し
た

け
ど

，
ち

ゃ
ん

と
で

き
た

お
礼

を
言

わ
れ

て
う

れ
し

か
っ

た

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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・
ぼ

ん
や

り
し

て
，

話
を

最
後

ま
で

聞
い

て
い

な
い

こ
と

が
多

い
。

・
気

が
散

り
や

す
く

，
別

の
こ

と
を

考
え

て
い

た
り

，
や

っ
て

い
た

り
す

る
こ

と
が

多
い

。
・

好
き

な
こ

と
に

は
集

中
す

る
が

，
場

面
の

切
り

替
え

が
難

し
い

。

集
中
す
る

児
童

生
徒

の
様

子
（

例
）

      ・
別

の
こ

と
に

次
々

と
注

意
が

移
っ

て
い

っ
て

し
ま

い
，

注
意

を
保

持
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
集

中
で

き
る

時
間

が
短

い
。

・
自

分
の

気
持

ち
や

行
動

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
時

間
経

過
の

イ
メ

ー
ジ

が
捉

え
づ

ら
い

。

・
授

業
の

進
行

に
合

わ
せ

た
ス

ラ
イ

ド
を

Po
w

er
Po

in
t（

M
ic

ro
so

ft）
で

作
成

し
，

電
子

黒
板

で
提

示
 

す
る

こ
と

で
，

言
葉

だ
け

・
文

章
だ

け
に

集
中

さ
せ

る
時

間
か

ら
の

切
り

替
え

を
図

る
よ

う
に

し
た

。
・

電
子

黒
板

を
使

い
，

注
目

さ
せ

た
い

対
象

が
分

か
り

や
す

い
よ

う
写

真
や

映
像

で
提

示
し

た
り

，
 

キ
ー

ワ
ー

ド
で

提
示

し
た

り
し

た
。

・
一

人
で

考
え

た
り

調
べ

た
り

し
て

い
た

活
動

を
，

タ
ブ

レ
ッ

ト
Ｐ

Ｃ
を

活
用

し
て

問
題

を
共

有
し

た
 

り
調

べ
た

り
す

る
活

動
に

替
え

た
。

・
ア

プ
リ

の
タ

イ
マ

ー
を

使
い

，
活

動
の

切
り

替
え

の
タ

イ
ミ

ン
グ

が
具

体
的

に
分

か
る

よ
う

に
し

た
。

・
ア

プ
リ

で
問

題
を

解
く

宿
題

を
認

め
，

集
中

で
き

る
時

間
内

で
取

り
組

ま
せ

た
。

      ・
Po

w
er

Po
in

t (
M

ic
ro

so
ft

)等
に

よ
る

ス
ラ

イ
ド

は
，

提
示

す
る

内
容

を
精

選
し

た
り

，
提

示
の

仕
 

方
を

工
夫

し
た

り
す

る
こ

と
で

，
注

目
す

る
べ

き
対

象
が

分
か

り
や

す
く

示
さ

れ
，

注
目

を
高

め
る

 
効

果
が

期
待

で
き

ま
す

。
ま

た
，

１
人

１
台

端
末

を
活

用
し

た
学

習
も

，
資

料
を

見
た

り
，

双
方

向
 

的
に

や
り

取
り

し
た

り
す

る
な

ど
様

々
な

活
動

を
設

定
で

き
る

た
め

，
注

目
さ

せ
た

り
，

集
中

さ
せ

 
た

り
す

る
上

で
有

効
で

す
。

し
か

し
，

い
ず

れ
の

場
合

で
あ

っ
て

も
，

「
見

る
だ

け
」

「
聞

く
だ

 
け

」
な

ど
の

時
間

が
長

時
間

続
く

場
合

は
，

集
中

の
持

続
が

難
し

く
な

る
こ

と
が

考
え

ら
れ

ま
す

。
 

児
童

生
徒

の
集

中
の

持
続

時
間

の
程

度
を

把
握

し
，

そ
れ

に
合

わ
せ

て
活

動
の

切
り

替
わ

り
を

設
定

 
し

た
上

で
，

効
果

的
に

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を

活
用

す
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
ま

す
。

・
授

業
の

流
れ

や
活

動
時

間
を

先
に

提
示

し
た

り
，

終
わ

り
の

タ
イ

ミ
ン

グ
を

予
告

し
た

り
し

て
，

活
 

動
に

見
通

し
を

も
た

せ
る

こ
と

も
有

効
で

す
。

ま
た

，
児

童
生

徒
の

集
中

の
持

続
時

間
を

意
識

し
て

 
授

業
の

中
に

効
果

的
な

動
き

を
取

り
入

れ
た

り
す

る
な

ど
，

集
中

が
持

続
し

や
す

い
状

況
づ

く
り

を
 

心
掛

け
ま

し
ょ

う
。

困
難

さ
の

背
景

困
難

さ
を

軽
減

・
解

消
す

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

事
例

ポ
イ

ン
ト

中
学
校
第
１
学
年
 
理
科
 

児
童

生
徒

の
様

子

 
授

業
中

，
一

見
聞

い
て

い
る

よ
う

に
見

え
る

と
き

で
も

，
後

か
ら

確
認

す
る

と
話

を
き

ち
ん

と
聞

い
て

い
な

い
こ

と
が

多
い

。
集

中
時

間
が

短
く

，
長

く
話

を
聞

い
て

い
る

と
飽

き
て

そ
わ

そ
わ

し
た

り
，

ぼ
ん

や
り

し
た

り
し

て
し

ま
う

。

・
別

の
こ

と
に

次
々

と
注

意
が

移
っ

て
い

っ
て

し
ま

い
，

注
意

を
保

持
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

・
集

中
で

き
る

時
間

が
短

い
。

・
自

分
の

気
持

ち
や

行
動

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
が

難
し

い
。

児
童

生
徒

の
困

難
さ

       
個

に
応

じ
た

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

で
は

な
か

っ
た

が
，

10
～

15
分

程
度

と
い

う
本

人
の

集
中

時
間

を
考

慮
し

て
観

察
や

意
見

交
換

の
時

間
を

設
定

し
た

と
こ

ろ
，

ぼ
ん

や
り

せ
ず

に
授

業
に

参
加

す
る

こ
と

が
で

き
た

。
授

業
の

導
入

場
面

で
電

子
黒

板
を

使
っ

て
授

業
の

め
あ

て
や

活
動

内
容

に
つ

い
て

示
す

と
，

授
業

に
対

し
て

見
通

し
を

も
ち

，
活

動
の

切
り

替
わ

り
な

ど
も

ス
ム

ー
ズ

だ
っ

た
。

活
動

の
切

り
替

わ
り

の
場

面
で

は
，

教
員

に
注

目
さ

せ
て

か
ら

話
を

す
る

よ
う

に
し

た
り

，
電

子
黒

板
に

注
目

さ
せ

て
か

ら
映

像
を

見
せ

る
よ

う
に

し
た

り
す

る
と

，
集

中
し

や
す

い
よ

う
だ

っ
た

。
 

学
年

部
の

情
報

交
換

の
際

に
，

こ
の

よ
う

な
情

報
を

提
供

し
，

他
の

教
科

で
も

Ｉ
Ｃ

Ｔ
の

活
用

の
際

に
そ

れ
と

な
く

配
慮

し
て

も
ら

う
よ

う
に

し
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
 

 
 

カ
メ

ラ
機

能
 

 
 

（
（

）
 

 
電

子
黒

板
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

カ
メ

ラ
機

能
を

使
っ

て
撮

影
し

た
植

物
の

写
 

真
を

観
察

し
，

特
徴

を
捉

え
る

。
 

 
電

子
黒

板
を

使
い

，
気

付
い

た
特

徴
を

共
有

 
す

る
。

③
授

業
に

お
け

る
支

援
内

容
 

 
教

科
に

お
け

る
Ｉ

Ｃ
Ｔ

活
用

の
際

に
，

活
用

 
の

タ
イ

ミ
ン

グ
や

時
間

の
長

さ
，

場
面

の
切

り
 

替
え

な
ど

に
つ

い
て

，
集

中
が

難
し

い
生

徒
の

 
実

態
を

踏
ま

え
て

検
討

し
た

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例
機

器
を

操
作

す
る

活
動

話
し

合
い

活
動

見
る

・
聞

く
活

動

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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１
．
不
登
校
の
現
状
か
ら

・
秋

田
県

内
の

国
公

立
小

中
学

校
の

不
登

校
者

数
は

令
和

３
年

度
に

は
，

前
年

度
比

27
9人

増
の

 
1,

34
3人

と
な

り
，

過
去

最
多

と
な

り
ま

し
た

。
・

コ
ロ

ナ
禍

に
よ

る
生

活
環

境
の

変
化

に
よ

り
，

生
活

リ
ズ

ム
が

乱
れ

や
す

い
状

況
で

あ
っ

た
こ

 
と

，
学

校
生

活
に

お
い

て
様

々
な

制
限

が
あ

る
中

で
う

ま
く

交
友

関
係

が
築

け
な

い
等

，
登

校
 

す
る

意
欲

が
湧

き
に

く
い

状
況

に
あ

っ
た

可
能

性
が

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

・
学

校
内

・
外

い
ず

れ
の

機
関

に
お

い
て

も
相

談
・

指
導

を
受

け
て

い
な

い
児

童
生

徒
は

，
全

国
 

で
37

.0
3%

（
29

5,
92

5人
）

い
ま

す
。

○
不

登
校

児
童

生
徒

本
人

・
保

護
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
よ

り

○
令

和
３

年
度

問
題

行
動

等
調

査
よ

り

・
不

登
校

児
童

生
徒

本
人

・
保

護
者

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
で

は
，

「
最

初
に

学
校

に
行

き
づ

ら
 

い
と

感
じ

始
め

た
き

っ
か

け
」

に
つ

い
て

，
「

先
生

の
こ

と
」

「
身

体
の

不
調

」
「

生
活

リ
ズ

 
ム

の
乱

れ
」

「
友

達
の

こ
と

」
が

そ
れ

ぞ
れ

３
割

程
度

を
占

め
る

な
ど

，
不

登
校

児
童

生
徒

の
 

背
景

・
支

援
ニ

ー
ズ

の
多

様
さ

が
浮

き
彫

り
に

な
り

ま
し

た
。

・
学

校
を

休
ん

で
い

る
間

の
「

最
初

の
き

っ
か

け
と

は
別

の
学

校
に

行
き

づ
ら

く
な

る
理

由
」

で
 

は
，

「
勉

強
が

分
か

ら
な

い
」

が
最

多
で

あ
り

，
欠

席
中

の
学

習
支

援
の

重
要

性
が

再
認

識
さ

 
れ

る
結

果
に

な
っ

て
い

ま
す

。

 
多

様
な

児
童

生
徒

へ
の

対
応

に
当

た
っ

て
は

，
経

験
等

に
よ

り
得

ら
れ

た
特

定
の

指
導

・
支

援
方

法
が

適
切

な
場

合
も

あ
れ

ば
，

個
々

の
児

童
生

徒
の

状
況

に
よ

っ
て

は
適

さ
な

い
場

合
も

あ
る

こ
と

を
，

念
頭

に
置

く
こ

と
が

必
要

で
す

。

（
参

考
）

不
登

校
に

関
す

る
調

査
研

究
協

力
者

会
議

（
令

和
４

年
６

月
）

「
不

登
校

に
関

す
る

調
査

研
究

協
力

者
会

議
報

告
書

～
今

後
の

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
学

習
機

会
と

支
援

の
在

り
方

に
つ

い
て

～
」

個
々
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
を
適
切
に
把
握
し
，
多
様
な

支
援
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
支
援
等
）
を
実
施

 
相

談
に

つ
な

が
り

に
く

い
，

課
題

を
抱

え
て

い
る

児
童

生
徒

を
早

期
に

把
握

し
，

適
切

な
支

援
に

つ
な

げ
て

い
く

こ
と

が
必

要
で

す
。

７
．
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
に
つ
い
て

１
人
１
台
端
末
を
活
用
し
，
児
童
生
徒
の
健
康
状
況
や
気
持

ち
の
変
化
を
確
認
す
る
な
ど
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
適
切
に
活
用
し
た

組
織
的
・
客
観
的
な
児
童
生
徒
の
状
況
把
握

不
登
校
傾
向
の
あ
る
児
童
生
徒
に
関
す
る
支
援
ニ
ー
ズ

の
早
期
把
握

 
１

人
１

台
端

末
を

活
用

し
，

児
童

生
徒

の
健

康
状

況
や

気
持

ち
の

変
化

を
確

認
す

る
な

ど
，

Ｉ
Ｃ

Ｔ
を

適
切

に
活

用
し

た
組

織
的

・
客

観
的

な
児

童
生

徒
の

状
況

把
握

が
で

き
ま

す
。

      ・
日

々
の

健
康

観
察

で
活

用
し

て
い

る
。

・
朝

の
健

康
観

察
（

フ
ォ

ー
ム

ズ
で

作
成

し
た

も
の

に
入

力
し

，
回

答
）

。
・

朝
の

健
康

観
察

。
生

活
ア

ン
ケ

ー
ト

。
・

健
康

観
察

，
ア

ン
ケ

ー
ト

。
・

生
徒

ア
ン

ケ
ー

ト
を

グ
ー

グ
ル

フ
ォ

ー
ム

を
用

い
て

実
施

。
健

康
観

察
。

・
別

室
の

生
徒

の
活

動
記

録
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

不
登
校
傾
向
の
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
習
支
援

 
１

人
１

台
端

末
を

活
用

し
て

別
室

登
校

時
の

リ
モ

ー
ト

授
業

の
配

信
や

家
庭

へ
の

リ
モ

ー
ト

授
業

の
配

信
を

行
う

こ
と

に
よ

り
，

学
習

の
遅

れ
に

対
す

る
不

安
の

解
消

に
生

か
す

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

，
ド

リ
ル

学
習

ア
プ

リ
を

活
用

す
る

こ
と

で
，

児
童

生
徒

の
ペ

ー
ス

で
学

習
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
      ・

不
登

校
生

徒
に

対
し

て
，

授
業

を
リ

モ
ー

ト
で

配
信

し
て

い
る

。
・

別
室

登
校

を
し

て
い

る
生

徒
に

対
し

て
，

リ
モ

ー
ト

で
授

業
に

参
加

す
る

機
会

を
つ

く
っ

 
て

い
る

。
・

ド
リ

ル
学

習
を

活
用

し
，

こ
れ

ま
で

の
学

習
の

学
び

直
し

を
し

て
い

る
。

・
登

校
し

た
際

に
別

室
で

タ
ブ

レ
ッ

ト
を

使
っ

て
調

べ
た

り
，

ド
リ

ル
学

習
を

し
た

り
し

て
 

い
る

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例
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※
活

用
事

例
は

，
収

集
し

た
実

践
内

容
を

基
に

，
仮

想
の

事
例

と
し

て
整

理
し

て
い

ま
す

。

８
．
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
指
導
・
支
援
に
お
け
る

 
 
活
用
事
例

児
童

生
徒

の
様

子

 
図

工
や

体
育

な
ど

の
好

き
な

授
業

の
あ

る
日

に
登

校
し

，
１

～
２

時
間

ほ
ど

授
業

に
参

加
し

た
り

別
室

で
過

ご
し

た
り

し
て

い
る

。
休

み
時

間
に

は
，

何
人

か
の

仲
の

良
い

友
達

と
遊

ぶ
姿

も
見

ら
れ

る
。

教
室

で
授

業
を

受
け

る
こ

と
に

つ
い

て
は

，
「

勉
強

が
よ

く
分

か
ら

な
い

し
緊

張
す

る
」

と
話

し
て

い
る

。
運

動
会

や
学

習
発

表
会

な
ど

の
行

事
に

関
心

を
も

っ
て

お
り

，
学

級
の

一
員

と
し

て
参

加
し

た
い

と
い

う
気

持
ち

が
あ

る
が

，
大

勢
の

人
の

中
に

入
る

こ
と

は
「

緊
張

す
る

か
ら

無
理

」
だ

と
考

え
て

い
る

。
 

本
人

が
「

行
事

に
参

加
し

た
い

」
と

い
う

気
持

ち
を

も
っ

て
い

る
こ

と
か

ら
，

ど
の

よ
う

な
や

り
方

で
あ

れ
ば

無
理

な
く

参
加

で
き

る
か

を
本

人
・

保
護

者
と

と
も

に
検

討
し

た
。

         
担

任
か

ら
，

動
画

で
の

参
加

，
音

声
で

の
参

加
，

応
援

の
小

道
具

を
作

る
形

で
の

参
加

な
ど

，
い

く
つ

か
の

選
択

肢
を

提
案

し
た

と
こ

ろ
，

「
動

画
で

参
加

す
る

の
は

緊
張

す
る

け
ど

，
声

だ
け

な
ら

で
き

そ
う

」
と

自
分

で
参

加
方

法
を

選
択

し
た

。
練

習
・

録
音

は
別

室
で

行
っ

た
が

，
自

宅
で

も
自

主
的

に
練

習
に

取
り

組
ん

で
い

た
。

自
分

の
音

声
が

入
っ

た
予

行
演

習
の

動
画

を
見

て
「

上
手

に
で

き
て

い
る

」
と

喜
ん

だ
。

運
動

会
当

日
は

登
校

し
な

か
っ

た
が

，
振

り
返

り
の

作
文

か
ら

は
，

自
分

な
り

に
達

成
感

を
味

わ
え

た
こ

と
が

う
か

が
え

た
。

 
運

動
会

に
向

け
た

活
動

を
通

し
て

，
担

任
・

本
人

・
保

護
者

と
も

に
「

参
加

方
法

を
工

夫
す

る
こ

と
で

，
で

き
る

活
動

が
増

え
る

か
も

し
れ

な
い

」
と

い
う

意
識

を
も

つ
よ

う
に

な
り

，
そ

の
後

の
行

事
や

体
験

学
習

等
の

参
加

方
法

に
つ

い
て

，
検

討
を

重
ね

る
よ

う
に

な
っ

た
。

 ①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
   

   
  

ボ
イ

ス
メ

モ
機

能
，

録
画

機
能

②
活

用
の

ね
ら

い
 

 
運

動
会

の
応

援
合

戦
に

，
事

前
に

録
音

し
た

音
声

で
参

加
す

る
。

③
支

援
内

容
 

 
応

援
合

戦
の

練
習

を
し

て
い

る
学

級
の

様
子

を
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
で

録
画

し
た

も
の

を
本

人
に

見
 

せ
，

イ
メ

ー
ジ

を
高

め
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
。

本
人

に
も

練
習

の
期

間
を

設
け

，
そ

の
都

度
ボ

イ
 

ス
メ

モ
機

能
で

録
音

・
再

生
し

て
み

せ
る

こ
と

で
，

学
級

の
仲

間
と

同
様

に
本

番
に

向
け

て
頑

 
張

っ
て

い
る

と
い

う
意

識
が

も
て

る
よ

う
に

し
た

。
録

音
し

た
音

声
を

聞
き

比
べ

，
本

人
が

一
番

 
上

手
に

で
き

た
と

感
じ

た
も

の
を

採
用

す
る

こ
と

で
，

達
成

感
を

得
ら

れ
る

よ
う

に
し

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

不
登
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

小
学
生
（
学
校
行
事
の
参
加
に
向
け
て
）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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児
童

生
徒

の
様

子

 
登

校
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

が
，

担
任

が
家

庭
訪

問
す

る
と

出
迎

え
，

礼
儀

正
し

く
受

け
答

え
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

高
校

受
験

を
希

望
し

て
お

り
，

普
段

は
適

応
指

導
教

室
に

通
っ

て
自

学
自

習
で

学
習

を
進

め
て

い
る

。
高

校
受

験
に

向
け

て
の

面
談

は
，

本
人

が
「

放
課

後
で

あ
っ

て
も

登
校

す
る

こ
と

は
難

し
い

」
と

言
っ

た
た

め
，

家
庭

訪
問

時
に

行
っ

て
き

た
。

志
望

校
が

決
ま

る
と

，
高

校
入

学
を

契
機

に
学

校
復

帰
す

る
こ

と
を

目
標

に
，

こ
れ

ま
で

以
上

に
こ

つ
こ

つ
と

学
習

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

た
。

入
試

の
面

接
に

つ
い

て
も

，
家

庭
訪

問
時

に
指

導
を

行
っ

た
が

，
本

人
か

ら
「

受
け

答
え

に
不

安
が

あ
り

，
も

っ
と

練
習

し
た

い
」

と
い

う
希

望
が

出
た

。

         
担

任
と

本
人

と
の

都
合

の
よ

い
日

程
を

す
り

合
わ

せ
，

繰
り

返
し

面
接

練
習

を
行

っ
た

。
初

め
は

緊
張

が
強

く
，

目
線

が
合

わ
せ

ら
れ

な
か

っ
た

り
，

話
し

方
が

た
ど

た
ど

し
か

っ
た

り
し

た
が

，
次

第
に

落
ち

着
い

て
話

す
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

担
任

か
ら

の
，

「
担

任
以

外
と

も
練

習
し

て
み

な
い

か
」

と
い

う
提

案
を

受
け

入
れ

，
学

年
主

任
や

管
理

職
と

も
面

接
練

習
を

行
っ

た
。

登
校

に
は

つ
な

が
ら

な
か

っ
た

が
，

本
人

に
と

っ
て

は
，

「
学

校
が

自
分

の
受

験
を

応
援

し
て

く
れ

て
い

る
」

と
心

強
く

感
じ

ら
れ

た
よ

う
で

あ
り

，
受

験
に

向
け

た
意

欲
向

上
に

つ
な

が
っ

た
。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
 

 
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ア

プ
リ

 
 

 
Zo

om
（

so
ft

on
ic

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

面
接

指
導

③
支

援
内

容
 

 
放

課
後

の
時

間
を

活
用

し
，

学
校

の
職

員
用

パ
ソ

コ
ン

（
カ

メ
ラ

付
き

）
と

本
人

が
家

庭
で

使
っ

 
て

い
る

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

を
Zo

om
で

繋
ぎ

，
面

接
指

導
を

行
っ

た
。

教
員

が
面

接
官

役
を

担
い

，
画

 
面

越
し

に
質

問
を

し
た

。
本

人
の

受
け

答
え

を
聞

き
，

話
し

た
内

容
や

話
し

方
に

つ
い

て
助

言
し

た
。

 
画

面
越

し
で

は
確

認
が

難
し

い
入

退
室

の
仕

方
に

つ
い

て
は

，
家

庭
訪

問
時

に
確

認
し

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

不
登
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

中
学
生
（
入
試
に
向
け
て
）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

児
童

生
徒

の
様

子

 
別

室
登

校
を

し
て

お
り

，
自

学
自

習
で

学
習

を
進

め
て

い
る

。
自

学
自

習
が

授
業

の
進

度
に

追
い

つ
い

て
き

た
こ

と
か

ら
，

授
業

へ
の

関
心

を
口

に
す

る
よ

う
に

な
っ

た
。

し
か

し
，

本
人

は
，

「
教

室
に

入
る

こ
と

に
は

抵
抗

が
あ

る
」

と
考

え
て

い
る

。
別

室
担

当
の

教
員

か
ら

，
別

室
で

授
業

を
視

聴
す

る
方

法
が

あ
る

と
提

案
さ

れ
，

関
心

を
示

し
た

。

         
別

室
か

ら
何

度
か

Zo
om

を
用

い
，

オ
ン

ラ
イ

ン
で

授
業

を
視

聴
す

る
中

で
，

音
声

や
画

像
，

教
員

の
解

説
が

あ
る

こ
と

で
学

び
や

す
い

教
科

と
，

自
分

の
ペ

ー
ス

で
進

め
た

方
が

学
び

や
す

い
教

科
が

出
て

き
た

。
ま

た
，

長
時

間
授

業
を

視
聴

し
て

い
る

と
ぐ

っ
た

り
と

疲
れ

て
し

ま
い

，
頭

痛
が

続
い

た
り

，
別

室
に

登
校

で
き

な
い

日
が

あ
っ

た
り

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
そ

こ
で

，
 別

室
担

当
の

教
員

か
ら

「
自

分
の

学
び

や
す

さ
と

体
調

を
第

一
に

考
え

よ
う

」
と

提
案

し
，

オ
ン

ラ
イ

ン
で

授
業

を
視

聴
す

る
教

科
を

本
人

が
「

オ
ン

ラ
イ

ン
の

方
が

学
び

や
す

い
」

と
手

応
え

を
感

じ
て

い
る

教
科

に
限

定
し

て
，

そ
れ

以
外

の
教

科
は

こ
れ

ま
で

ど
お

り
自

学
自

習
で

進
め

る
こ

と
に

し
た

。
負

担
を

軽
減

し
た

こ
と

で
，

少
し

ず
つ

頭
痛

等
の

改
善

が
見

ら
れ

，
欠

席
が

減
っ

て
き

た
。

 
別

室
登

校
し

て
い

る
他

の
生

徒
か

ら
，

「
教

室
の

中
の

音
声

を
聞

い
た

り
，

映
像

を
見

た
り

し
た

く
な

い
」

と
い

う
訴

え
が

あ
っ

た
た

め
，

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

視
聴

は
別

室
の

後
ろ

の
方

の
座

席
で

，
ヘ

ッ
ド

セ
ッ

ト
を

装
着

し
て

行
っ

た
。

ま
た

，
そ

の
よ

う
に

訴
え

た
生

徒
が

安
心

し
て

別
室

登
校

で
き

る
よ

う
「

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

授
業

の
視

聴
は

あ
く

ま
で

本
人

か
ら

の
希

望
が

あ
る

場
合

に
行

う
」

と
い

う
こ

と
を

別
室

内
で

周
知

し
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
 

 
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ア

プ
リ

 
 

 
Zo

om
（

so
ft

on
ic

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

授
業

視
聴

③
支

援
内

容
 

 
授

業
の

様
子

を
Zo

om
で

配
信

し
，

別
室

で
視

聴
し

た
。

 
 

別
室

担
当

の
教

員
は

，
接

続
や

音
量

の
調

整
等

の
支

援
を

行
っ

た
。

ま
た

，
本

人
の

様
子

を
見

て
，

 
必

要
に

応
じ

て
個

別
の

学
習

支
援

を
行

っ
た

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

※
本

ケ
ー

ス
に

つ
い

て
は

，
事

前
に

授
業

等
を

配
信

す
る

目
的

に
つ

い
て

保
護

者
，

児
童

生
徒

に
伝

え
，

 
 

承
諾

を
得

て
お

く
な

ど
の

手
順

を
踏

む
こ

と
が

必
要

だ
と

考
え

ら
れ

ま
す

。

不
登
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

中
学
生
（
別
室
か
ら
の
授
業
視
聴
）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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児
童

生
徒

の
様

子

 
普

段
は

適
応

指
導

教
室

に
通

い
，

自
学

自
習

で
学

習
を

進
め

て
い

る
。

非
常

に
真

面
目

な
性

格
で

あ
り

，
勉

強
に

も
前

向
き

に
取

り
組

ん
で

い
る

。
緊

張
や

不
安

が
強

く
，

登
校

す
る

こ
と

は
難

し
い

と
考

え
て

い
る

。
 

感
染

症
の

影
響

で
学

級
閉

鎖
に

な
っ

た
際

に
，

オ
ン

ラ
イ

ン
で

授
業

を
行

う
こ

と
に

な
っ

た
。

担
任

か
ら

本
人

に
そ

の
こ

と
を

伝
え

る
と

，
「

授
業

を
視

聴
し

て
み

た
い

」
と

い
う

希
望

が
あ

っ
た

。
し

か
し

，
学

級
の

他
の

生
徒

に
顔

を
見

ら
れ

た
く

な
い

と
感

じ
て

お
り

，
自

分
が

視
聴

し
て

い
る

と
知

ら
れ

る
こ

と
に

も
抵

抗
が

あ
っ

た
。

       
 

 
自

分
が

視
聴

し
て

い
る

と
気

付
か

れ
な

い
状

況
が

整
え

ら
れ

た
こ

と
で

，
安

心
し

て
授

業
を

視
聴

で
き

た
よ

う
で

あ
っ

た
。

視
聴

後
に

感
想

を
聞

く
と

，
「

一
人

で
勉

強
し

て
い

る
と

き
よ

り
も

分
か

り
や

す
か

っ
た

」
「

先
生

の
話

を
聞

く
の

は
久

し
ぶ

り
で

楽
し

か
っ

た
」

な
ど

，
授

業
を

受
け

る
こ

と
に

対
す

る
前

向
き

な
気

持
ち

が
語

ら
れ

た
。

一
方

で
，

「
事

前
に

聞
い

て
い

た
が

，
途

中
，

学
級

の
他

の
生

徒
が

意
見

を
出

し
合

う
場

面
を

見
て

と
て

も
緊

張
し

た
。

後
か

ら
ど

っ
と

疲
れ

が
出

た
」

な
ど

の
発

言
も

あ
り

，
画

面
越

し
，

カ
メ

ラ
オ

フ
の

状
態

で
あ

っ
て

も
緊

張
や

不
安

が
か

き
立

て
ら

れ
る

こ
と

が
う

か
が

え
た

。
 

そ
の

後
，

校
内

の
感

染
症

対
策

の
一

環
と

し
て

，
自

宅
で

休
ん

で
い

る
生

徒
が

オ
ン

ラ
イ

ン
で

授
業

を
視

聴
で

き
る

体
制

が
整

っ
た

。
オ

ン
ラ

イ
ン

配
信

が
あ

る
と

き
に

，
本

人
に

前
も

っ
て

学
習

内
容

等
を

伝
え

る
よ

う
に

し
た

と
こ

ろ
，

参
加

で
き

そ
う

な
内

容
を

選
択

し
て

カ
メ

ラ
オ

フ
で

視
聴

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。
時

に
は

，
視

聴
後

に
疲

れ
を

訴
え

て
適

応
指

導
教

室
を

休
む

こ
と

も
あ

る
が

，
本

人
は

，
「

頑
張

っ
た

分
，

休
ん

で
調

子
を

整
え

る
こ

と
も

大
事

だ
と

思
え

る
よ

う
に

な
っ

た
」

と
話

し
て

い
る

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
 

 
ミ

ー
テ

ィ
ン

グ
ア

プ
リ

 
 

 
Zo

om
（

so
ft

on
ic

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

オ
ン

ラ
イ

ン
に

よ
る

授
業

視
聴

③
支

援
内

容
 

 
本

人
の

端
末

か
ら

，
「

職
員

室
１

」
と

し
て

カ
メ

ラ
オ

フ
で

Zo
om

に
接

続
し

，
授

業
を

視
聴

し
た

。
 

そ
の

他
，

ダ
ミ

ー
と

し
て

学
校

の
職

員
用

パ
ソ

コ
ン

２
台

か
ら

，
「

職
員

室
２

，
３

」
と

し
て

，
カ

 
メ

ラ
オ

フ
で

Zo
om

に
接

続
し

た
。

本
人

に
は

，
授

業
の

大
ま

か
な

流
れ

を
事

前
に

伝
え

，
授

業
へ

の
 

見
通

し
を

高
め

る
こ

と
で

，
緊

張
や

不
安

を
軽

減
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

不
登
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

中
学
生
（
授
業
視
聴
）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

児
童

生
徒

の
様

子

 
小

学
校

か
ら

不
登

校
傾

向
が

あ
っ

た
。

本
人

は
，

「
学

校
は

嫌
い

で
は

な
い

し
，

登
校

し
た

い
と

思
っ

て
い

る
」

と
話

し
て

い
る

が
，

起
床

後
に

頭
痛

や
腹

痛
を

訴
え

て
欠

席
す

る
こ

と
が

多
く

，
現

在
は

週
に

１
～

２
日

，
別

室
登

校
し

て
い

る
状

況
で

あ
る

。
家

で
は

，
比

較
的

規
則

正
し

く
生

活
し

て
お

り
，

欠
席

し
た

日
は

，
中

学
校

か
ら

配
布

さ
れ

た
学

習
プ

リ
ン

ト
や

ワ
ー

ク
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

学
校

で
１

人
１

台
端

末
（

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

）
が

整
備

さ
れ

た
こ

と
を

受
け

，
自

宅
に

お
け

る
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
の

活
用

方
法

に
つ

い
て

検
討

す
る

こ
と

に
し

た
。

     
別

室
担

当
教

員
か

ら
機

器
の

操
作

方
法

や
ア

プ
リ

で
の

学
習

方
法

を
説

明
し

，
初

め
は

別
室

で
学

習
し

た
。

別
室

担
当

教
員

が
個

別
指

導
を

し
，

教
科

書
で

調
べ

た
り

，
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
で

板
書

を
参

考
に

し
た

り
し

て
問

題
を

解
く

や
り

方
を

解
説

し
た

。
ま

た
，

正
し

く
問

題
を

解
く

こ
と

が
で

き
た

と
き

に
称

揚
し

た
。

こ
の

こ
と

で
，

本
人

も
少

し
ず

つ
自

学
自

習
の

や
り

方
を

身
に

付
け

，
学

習
意

欲
が

高
め

ら
れ

た
よ

う
で

あ
っ

た
。

慣
れ

て
く

る
と

，
自

宅
で

も
ア

プ
リ

を
使

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

た
。

別
室

担
当

教
員

は
，

学
習

進
度

や
学

習
の

つ
ま

ず
き

に
留

意
し

な
が

ら
，

登
校

時
の

学
習

支
援

を
継

続
し

た
。

ま
た

，
学

級
担

任
か

ら
も

，
ア

プ
リ

を
使

っ
た

学
習

に
つ

い
て

適
宜

，
称

揚
や

励
ま

し
を

行
っ

た
。

ア
プ

リ
を

活
用

し
な

が
ら

も
，

対
面

で
学

習
支

援
を

受
け

る
機

会
を

確
保

し
た

こ
と

や
，

即
時

的
な

称
揚

を
意

図
的

に
行

っ
た

こ
と

が
，

本
人

が
意

欲
を

高
め

，
学

習
を

継
続

す
る

上
で

有
効

で
あ

っ
た

。
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

の
共

有
フ

ォ
ル

ダ
で

授
業

の
様

子
の

映
像

や
板

書
の

画
像

を
見

せ
る

取
組

に
つ

い
て

は
，

感
染

症
対

策
の

面
か

ら
，

欠
席

し
て

い
る

生
徒

が
誰

で
あ

っ
て

も
活

用
し

や
す

い
も

の
と

な
る

よ
う

，
校

内
で

検
討

を
重

ね
た

。
見

や
す

い
板

書
や

ま
と

め
や

す
い

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

等
に

つ
い

て
，

各
教

科
で

工
夫

が
見

ら
れ

る
よ

う
に

な
っ

て
い

る
。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
 

 
学

習
支

援
ア

プ
リ

（
学

校
で

導
入

し
て

い
る

も
の

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

か
ら

学
習

支
援

ア
プ

リ
に

ア
ク

セ
ス

し
，

自
学

自
習

を
行

う
。

③
支

援
内

容
 

 
自

学
自

習
の

取
組

状
況

を
そ

の
都

度
確

認
し

，
称

揚
や

助
言

を
行

う
こ

と
で

意
欲

付
け

を
図

っ
た

。
 

 
ま

た
，

学
習

の
一

助
と

な
る

よ
う

，
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
の

共
有

フ
ォ

ル
ダ

か
ら

授
業

の
様

子
の

映
像

や
 

板
書

の
画

像
を

見
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

自
宅

の
み

で
活

用
す

る
の

で
は

な
く

，
別

室
で

 
担

当
教

員
の

サ
ポ

ー
ト

を
受

け
な

が
ら

活
用

し
た

り
，

活
用

の
成

果
を

担
任

等
と

共
有

し
た

り
す

る
 

こ
と

で
，

本
人

が
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
を

「
学

校
と

つ
な

が
る

ツ
ー

ル
」

と
し

て
捉

え
，

意
欲

的
に

活
用

 
で

き
る

よ
う

に
し

た
。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

不
登
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

中
学
生
（
自
宅
で
の
学
習
支
援
）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等
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児
童

生
徒

の
様

子
 

不
登

校
状

態
が

続
い

て
い

る
が

，
本

人
な

り
に

進
学

に
つ

い
て

考
え

る
よ

う
に

な
っ

て
き

た
。

本
人

は
，

別
室

で
あ

っ
て

も
登

校
す

る
こ

と
は

難
し

い
と

考
え

て
い

る
。

そ
こ

で
，

適
応

指
導

教
室

や
フ

リ
ー

ス
ク

ー
ル

の
利

用
を

進
め

た
と

こ
ろ

，
い

く
つ

か
の

施
設

を
見

学
し

，
そ

の
う

ち
の

一
つ

で
あ

る
民

間
の

施
設

に
通

う
よ

う
に

な
っ

た
。

ま
た

，
個

人
で

Ｉ
Ｃ

Ｔ
教

材
の

利
用

を
申

し
込

み
，

施
設

職
員

か
ら

学
習

支
援

を
受

け
な

が
ら

，
自

分
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
PC

を
使

っ
て

学
習

に
取

り
組

む
よ

う
に

な
っ

た
。

学
習

が
継

続
的

に
行

わ
れ

る
よ

う
に

な
っ

た
と

こ
ろ

で
，

保
護

者
か

ら
「

本
人

の
頑

張
り

を
出

席
に

反
映

で
き

な
い

だ
ろ

う
か

」
と

い
う

相
談

が
あ

り
，

学
校

・
教

育
委

員
会

・
当

該
施

設
で

検
討

を
行

っ
た

。

     
本

人
は

，
こ

つ
こ

つ
と

通
所

と
学

習
を

継
続

し
た

。
学

習
状

況
か

ら
，

出
席

と
し

て
扱

わ
れ

る
こ

と
に

な
り

，
さ

ら
に

意
欲

が
高

ま
っ

た
よ

う
で

あ
っ

た
。

当
該

施
設

の
学

習
記

録
や

，
当

該
施

設
の

参
観

等
を

通
し

て
，

学
校

が
本

人
の

学
習

状
況

を
具

体
的

に
把

握
し

た
こ

と
で

，
家

庭
訪

問
時

に
的

確
な

称
揚

や
助

言
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

本
人

も
，

学
校

に
対

し
て

心
理

的
な

距
離

感
が

近
づ

い
た

よ
う

で
，

自
分

か
ら

進
学

に
向

け
た

質
問

を
し

た
り

，
助

言
を

求
め

た
り

す
る

よ
う

に
な

っ
た

。

①
支

援
機

器
や

教
材

・
教

具
等

 
 

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

PC
 

 
Ｉ

Ｃ
Ｔ

教
材

（
個

人
で

契
約

し
た

も
の

）
②

活
用

の
ね

ら
い

 
 

PC
で

Ｉ
Ｃ

Ｔ
教

材
に

ア
ク

セ
ス

し
，

学
習

に
取

り
組

む
。

③
支

援
内

容
 

 
当

該
施

設
に

お
い

て
，

学
習

支
援

を
行

い
，

学
習

結
果

を
プ

リ
ン

ト
ア

ウ
ト

し
た

り
，

学
習

記
録

 
を

作
成

し
た

り
し

て
，

学
校

と
共

有
し

た
。

学
校

に
お

い
て

も
，

家
庭

訪
問

や
当

該
施

設
の

参
観

等
 

を
継

続
的

に
行

い
，

本
人

に
面

接
指

導
し

た
り

，
学

習
の

様
子

を
把

握
し

た
り

す
る

機
会

を
も

っ
た

。
 

記
録

や
観

察
等

か
ら

本
人

の
学

習
状

況
を

把
握

し
，

出
席

扱
い

の
判

断
材

料
と

し
た

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
活

用
事

例

※
指

導
要

録
上

の
出

席
扱

い
に

つ
い

て
の

詳
細

は
，

次
ペ

ー
ジ

を
参

考
に

し
て

く
だ

さ
い

。

不
登
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
事
例

中
学
生
（
学
習
支
援
）

児
童

生
徒

の
変

容
と

教
職

員
の

新
た

な
配

慮
等

義
務

教
育

段
階

に
お

い
て

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
学

習
支

援
行

っ
た

場
合

，
一

定
の

要
件

を
満

た
す

こ
と

に
よ

り
，

校
長

の
判

断
で

指
導

要
録

上
出

席
扱

い
と

す
る

こ
が

で
き

ま
す

。

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
学

習
活

動
を

行
っ

た
場

合
の

指
導

要
録

上
の

出
席

扱
い

①
保

護
者

と
学

校
の

十
分

な
連

携
・

協
力

関
係

②
Ｉ

Ｃ
Ｔ

や
郵

送
，

Ｆ
Ａ

Ｘ
な

ど
を

活
用

し
て

提
供

さ
れ

る
学

習
活

動
③

訪
問

等
に

よ
る

対
面

指
導

が
適

切
に

行
わ

れ
る

こ
と

を
前

提
④

学
習

の
理

解
程

度
を

踏
ま

え
た

計
画

的
な

学
習

プ
ロ

グ
ラ

ム
を

実
施

⑤
校

長
は

，
定

期
的

な
報

告
や

連
絡

会
の

実
施

ど
に

よ
り

，
対

面
指

導
や

学
習

活
動

の
状

況
を

 
把

握
⑥

出
席

扱
い

と
す

る
の

は
，

基
本

的
に

当
該

児
童

生
徒

が
学

校
外

の
公

的
機

関
や

民
間

施
設

に
 

お
い

て
相

談
・

指
導

を
受

け
ら

れ
な

い
よ

う
な

場
合

⑦
当

該
学

習
の

計
画

や
内

容
が

学
校

の
教

育
課

程
に

照
ら

し
適

切
と

判
断

さ
れ

る
場

合
，

学
習

 
活

動
の

成
果

を
評

価
に

反
映

○
出

席
扱

い
と

し
た

場
合

の
指

導
要

録
上

の
表

記
に

つ
い

て
・

出
席

日
数

の
内

数
と

し
て

，
出

席
扱

い
と

し
た

日
数

と
「

自
宅

に
お

い
て

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
学

習
活

動
に

よ
る

」
こ

と
を

記
入

す
る

。

【
関

連
法

規
・

通
知

等
】

■
中

央
教

育
審

議
会

「
幼

稚
園

，
小

学
校

，
中

学
校

，
高

等
学

校
及

び
特

別
支

援
学

校
の

学
習

 
指

導
要

領
等

の
改

善
及

び
必

要
な

方
策

等
に

つ
い

て
（

答
申

）
」

(平
成

28
年

12
月

21
日

）
■

文
部

科
学

省
「

義
務

教
育

の
段

階
に

お
け

る
普

通
教

育
に

相
当

す
る

教
育

の
機

会
の

確
保

等
 

に
関

す
る

基
本

指
針

」
（

基
本

指
針

）
（

平
成

29
年

3月
31

日
）

■
「

義
務

教
育

の
段

階
に

お
け

る
普

通
教

育
に

相
当

す
る

教
育

の
機

会
の

確
保

等
に

関
す

る
法

 
律

」
（

平
成

28
年

12
月

22
日

，
28

文
科

初
第

12
71

号
の

通
知

参
照

）
■

中
央

教
育

審
議

会
初

等
中

等
教

育
分

科
会

教
育

課
程

部
会

「
児

童
生

徒
の

学
習

評
価

の
在

り
 

方
に

つ
い

て
(報

告
)」

（
平

成
31

年
1月

21
日

）
■

文
部

科
学

省
「

小
学

校
，

中
学

校
，

高
等

学
校

及
び

特
別

支
援

学
校

等
に

お
け

る
児

童
生

徒
 

の
学

習
評

価
及

び
指

導
要

録
の

改
善

等
に

つ
い

て
（

通
知

）
」

（
平

成
31

年
3月

29
日

，
30

 
文

科
初

第
18

45
号

）
■

文
部

科
学

省
「

不
登

校
児

童
生

徒
へ

の
支

援
の

在
り

方
に

つ
い

て
（

通
知

）
」

（
令

和
元

年
 

10
月

25
日

，
元

文
科

初
第

69
8号

）
■

中
央

教
育

審
議

会
「

『
令

和
の

日
本

型
学

校
教

育
』

の
構

築
を

目
指

し
て

～
全

て
の

子
供

た
 

ち
の

可
能

性
を

引
き

出
す

，
個

別
最

適
な

学
び

と
，

協
働

的
な

学
び

の
実

現
～

（
答

申
）

」
 

（
令

和
3年

1月
26

日
）

■
文

部
科

学
省

国
立

教
育

政
策

研
究

所
教

育
課

程
研

究
セ

ン
タ

ー
(編

)『
学

習
評

価
の

在
り

方
 

ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク

(小
・

中
学

校
編

)』
（

令
和

元
年

6月
）

■
国

立
教

育
政

策
研

究
所

『
「

指
導

と
評

価
の

一
体

化
」

の
た

め
の

学
習

評
価

に
関

す
る

参
考

 
 

資
料

』
（

各
教

科
）

（
令

和
2年

3月
）

自
宅

に
お

け
る

Ｉ
Ｃ

Ｔ
等

を
活

用
し

た
学

習
活

動
を

指
導

要
録

上
出

席
扱

い
と

す
る

こ
と

に
つ

い
て
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Ⅳ まとめ

１ １年次の成果

研究１年次の成果は，アンケート調査及び分析を行うことにより，特別な支援を必要と

する児童生徒に対しての教員の認識を把握できたことです。また，アンケート調査の分析

結果を基に，ＩＣＴを活用した指導・支援についての研修資料を作成することができまし

た。

２ ２年次に向けて

研究１年次の時点では，作成した研修資料の有効性についての検証までには至っていま

せん。また，実践事例の内容も，まだ十分とは言えません。そこで，２年次である来年度

は，次のことに取り組みたいと考えています。

１つ目は，研修資料の活用と検証です。当センターの研修講座において活用することで，

活用のしやすさや有効性，具体的指導場面や指導方法についてのニーズ等についての検証

を行い，修正を加え，更に有効性の高い研修資料としての質を高めていきたいと考えてい

ます。

２つ目は，更にＩＣＴ活用の実践事例を収集し，まとめることです。今年度は，大まか

な活用の様子を収集しました。次年度は，今年度紹介できなかった取組についても紹介し，

内容の充実を図りたいと思います。児童生徒のために幅広く活用できるような研修資料の

作成を目指していきたいと考えています。
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